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み
ん
な
で
清
掃
、
き
れ
い
な
ま
ち
に

ク
リ
ー
ン
デ
ー

(日)

人口と世帯

人口

男

女

世帯

春
の
市
民
ぐ
る
み
で
5月1日現在

461,540 人 ［+1,170]

233,949人［＋610]

227,591人［＋560]

176,803 世帯［+1,042］

主な内容

[
]
は
前
月
比

ごみ処理基本計画を
見直しました　②

介護保険制度の仕組み　　　③

国民健康保険は
皆さんの助けあい　 ④

消費者取り引きで困ったときは
消費生活センターへ　 ⑤

情報チャンネル　　　　 ⑥⑦

日時…５月31日日〔雨天の場合は６月7日]の午前中1時間程度

清掃範囲…町会内の公園･ 道路などの公共スペースや、家の周辺

※ごみは「燃やせるごみ」「燃やせないごみ」［資源ごみ］に分別

してください。

※家庭からのごみは出さないでください。

問清掃業務課業務第一係℡366-7333 番

秋にはたくさんの花を咲かせよう

ー コ ス モ ス の 種 ま き ー

市では、江戸川に憩いの水辺をつくる活動

の一つとして、河川敷を花でいっぱいにする

計画を進めています(江戸川・松戸フラワ―ライン整備事業)

この計画は市民の皆さんと一緒に、春はレンゲ、秋にはコ

スモスの花を咲かせ、河川敷の花畑を松戸の新名所として育

てていこうというもので、現在19,1OOm2が造られています。

江戸川クリ―ン大作戦終了後、コスモスの種まきを行いま

す。皆さんのご参加をお待ちしています。

日時…5月31日(日)〔雨天の場合

図
書
館
利
用
案
内
案
内

市

立
図
書
館
は
、
本
館
と
十
九

の
分
館
が
あ
り
ま
す
。

開
館

時
間
：
牛

前
９
時
３
分
～
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日時…５月31日(日)〔雨天の場合は６月7日日〕午前９時～10時

清掃範囲…江戸川河川敷

集合場所…下図のＡ(矢切の渡し乗船場前)・Ｂ(市立中部小学校

校庭)・Ｃ(三郷有料橋下) ・Ｄ(松戸排水機場前)の地点

※Ｂは、例年と変わっています。

問清掃管理課庶務係℡366-7331番

市

立
図
書

館
本
館

は

、
木

曜
日

と
金
曜

日

の
週
二
日

、
午

後
７

時

ま
で

時
間

を
延
長
し

て

開
館
し

て

い
ま

す
。

会

社

や
学
校

の
帰

り

に
、
気

軽

に

お
立
ち

寄
り
く

だ

さ
い
。

ま

た
、

図
書

館
本
館

の
一

階
に

あ

る
「
こ

ど
も

の
図
書

館
」

も
、

7
月
2
1
日

～
８
月
3
1
日

の
夏

休
み

期

間
、
木

曜
日

と
金
曜

日

の
週
二

日

、
午
後

６
時

ま
で

開
館
し

ま
す

。

〔

図

書

館

休

館

の

お

知

ら

せ

〕

６
月

１
日

月
～
1
5
日
月

ま

で
、

図
書

館
（
み

ど
り

号
を

含
む

）
は
、

特
別

整
理

期
間

の
た
め

休
館
し

ま

す

（
６

月
1
5
日
月

は
通

常

の
休

館

日
で

す
）
。

午

後
５
時

（
本

館

の
夜

間

開
館

を

除
く
）
休

館
日

…
毎
週

月
曜
日

、
祝

日

、

月

末
整

理
日

（
た

だ
し
、

月

の
最

後

の
日

が
、

土
曜
日

・
日

曜
日

ま

た
は
月
曜

日

に
あ

た
る
と

き

は
、

そ
の
月

の
最

後
の
金
曜
日

が
休

館
）、

年

末
年

始
、
特

別
整

理
期

間

（
６

月
１
日

～
1
4
日
）

「
美
し
い
ふ
る
さ
と
づ
く
り
運
動
」
と
「
江
戸
川
ク
リ
ー
ン
大

作
戦
」
を
同
時
に
実
施
す
る
、
春
の
市
民
ぐ
る
み
で
ク
リ
ー
ン
デ

ー
が
５
月
3
1日
日
に
行
わ
れ
ま
す
。

私
た
ち
の
手
で
、
ご
み
の
な
い
美
し
い
ま
ち
に
し
ま
し
ょ
う
。

皆
さ
ん
の
ご
参
加
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

まつど広 報

5/31

水
曜
日
と
金
曜
日
は

午
後
７
時
ま
で
開
館

3
6
5
-
5
1
1
5
番

美しいふるさとづくり運動
関東周辺の1都10県が、空き缶拾いなど、散乱ごみの一

斉清掃を行います。

江戸川クリーン大作戦・コスモスの種まき 案内図

河川美化運動の一環として、江戸川沿岸の市町の皆さん

が協力して河川敷の清掃を行います。

江戸川クリーン大作戦



一 一

広報ま つど1998 年(平成10年)5月25日

ごみ処理基本計画を見直しました
主 な 計 画 事 業( 平 成10 ～14 年 度)

①工業団地および商店街等における 、分別収集やリサイクルの推進をモデル事業として支

援していきます。

②毎年りサイクルフェアを開催し 、再利用の普及拡大に努めます。

③集団回収( ※1) を支援していきます。

④容器包装リサイクル法の全面施行へ向けて、収集・処理体制を検討していきます。

⑤六和クリーンセンターの施設を活用して、リサイクルブラザを設置していきます。

⑤事業系ごみ処理費用の全面有料化jを図ります。

⑦簡易包装の徹底や、再生品の利用促進を図ります。

⑧焼却処理施設から排出されるダイオキシンについては、法規制値以下のできるだけ低い

値を確保し続けるよう努めます。また、その結果を公表していきます。

⑨生ごみ処理容器等の普及拡大に努めます。

⑩市の直営収集車( ※2) について、低公害車の導入を図っていきます。

⑨松戸駅周辺のモデル事業をはじめ、空き缶等の散乱防止対策を実施します。

※１ 町会や子ども会などの団体と資源回収業者が行う 、リサイクル品の回収活動

※２ 市の車で､不法投棄されやすい場所や家庭ごみ集積所などの八トロールをしています。

●
資
源
の
浪
費
と

ご
み

の
排

出
を
可
能
な
限

り

少
な

く
す
る
よ
う
努
め
、
地
球
生

態
系
と
共

生
す

る
こ

と
を
め
ざ
し
ま

す
。

●
行
政
だ
け
で
は

な
く
、
す
べ
て
の
市
民

・
事

業
者

が
そ
れ

ぞ
れ
の
責
任

を
明

確
に

果
た
し

な
が
ら
、
一
体
と
な
っ
て
リ
サ

イ
ク
ル

型
の

都
市
（
ま
ち
）
づ
く
り
を
推
進
し

て
い
き
ま
す

。

ご
み
処
理
基
本
計
画
基
本
構
想

市
で
は

、
平

成
４

年
度
に
策
定
し
た
「
松
戸

市
ご

み
処
理
基
本
計
画

」
を
、
そ
の
後
の
ご
み

量
の
伸
び

や

、
容
器

包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
制

定
な
ど
の
社
会

情
勢
の
変
化
に
伴
い

、
見
直
し

を
行
い
ま
し
た

。

「
ご

み
処
理
基
本
計
画

」
は

、
松
戸
市

総
合

計
画

で
示

さ
れ
た
、「
リ

サ
イ

ク
ル

型
の
都
市

づ
く

り
」
の

実
現

を
め
ざ
し

、
平
成
2
5年
度
ま
で

に
一

般
廃
棄
物

（
ご

み
）
の
処
理

に
つ
い
て

、
検
討
ま
た
は
実
施
し
て

い
く
基
本
的
な
事
項
を
定
め
た
も
の

で
す

。

「

ご
み
処
理
基
本

計
画

」
の

概
要
に
つ
い

て
、
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

清
掃
管
理
課
企
画
調
整
係
℡
3
6
6
・
7
3
3
1
番

リサイクル型まちづくりをめざして

松

戸

市

ご
み

処

理

基

本

計

画

ご
み
の
減
量
化

・
資
源
化
の
推
進
と
リ
サ
イ
ク
ル

ご
み
処
理
体
制
の
充
実

発生抑制計画

排出管理計画

再利用・再資源化計画

収集運搬計画

中間処理計画i

最終処分計画

地域の清潔保持

推進体制の整備

安全で効率的な清掃事業を積極的に推進するため、市の推進体制の整

備をはじめ市の関係部局、近隣自治体、国や県などと連携していく。

市民や事業者が担う清掃事業のための適切な情報提供に努める。

①空き缶等の散乱防止対策

②不法投棄の防止対策

③環境美化運動の推進

①直営最終処分場の確保

②広域最終処分場の建設促進

③民間最終処分場の確保

①市自らの排出者責任の明確化と実践

②ごみ処理事業の広域化の検討

③情報収集および情報提供体制の確立

④市民意識の把握と合意形成の促進

⑤人材育成および啓発等の推進

⑥クリンクル推進員制度の充実

日暮最終処分場を、適正に維持管理していく。

市直営の最終処分場確保の可能性を検討するとともに、広域最終処分

場の建設に向けて関係機関への働きかけを行っていく。
市外の民間最終処分場を安定的に確保していく。

市民に対する啓発や環境美化運動を推進するとともに、不法投棄に

対する監視パトロールの実施などの対策を講じ、地域の清潔保持に

努めていく。

焼却処理施設において、ごみの減容・減量および安定化を行う。

資源選別処理施設による資源回収を推進する。処理施設の適切な維持管理や､ 十分な公害防止対策を実施していく。

I 最適な収集運搬体制に向けての検討や、必要に応じた改善を行う。

事業系ごみの収集について、効率の高い収集体制を検討する。

環境に配慮し、環境負荷を抑えた収集運搬体制をめざしていく。

○民間レベルで実施されている回収ルートの活用や、その拡大に向けて

積極的に支援していくとともに、市の資源ごみ収集も継続して行う。

○リサイクルが日常的に行われるよう、啓発活動を行う。

Ｏごみの分別などの排出基準を明確にしていく。

○市民が行う家庭ごみ集積所の適正管理の指導を充実していく。

○事業系ごみ処理費用の適正負担を求めていく。

○ごみの発生量を抑えるため、市民や事業者の意識改革を積極的に進め、

具体的な行動を起こすための施策を推進していく。

①簡易包装の徹底ノリサイクル商品の利用促進

②環境にやさしい行動のための意識啓発

③発生排出実態の把握

④生ごみ処理容器等の普及拡大

①排出基準の周知徹底

②家庭ご み集積所の適正管理対策

③事業系ご み処理費用の適正化

④工業団地および商店街の排出管理の徹底

⑤排出事業者管理手法の確立および指導

①再生品の利用促進

②不用品交換システムの整備

③集団回収の推進

④容器包装りサイクル法等への対応

⑤リサイクルプラザの設置および活用

①収集運搬体制の維持

②低公害車の導入

③許可業者収集体制の充実

①焼却処理体制の維持

②資源選別処理施設の整備

②圧縮処理施設の整備

④廃棄物処理新技術の検討

⑤環境保全対策

6/14

(日)

は
松
戸
市
長
選
挙
で
す

投
票
は
午
後
８
時
ま
で

任
期
満
了
に
よ
る
松
戸
市
長
選
挙
が
、
６
月
1
4日
日
に
行
わ

れ
ま
す
。
今
後
四
年
間
の
市
政
を
託
す
人
を
選
ぶ
大
切
な
選
挙

で
す
。
棄
権
せ
ず
、
皆
さ
ん
そ
ろ
っ
て
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

問
市
選
挙
管
理
委
員
会
℡
3
6
6
・
7
3
8
6
番

投

票

日

時

６
月
1
4
日
午
前
7
時
～
午
後
8
時

投

票

で

き

る

人

昭
和
5
3
年
６
月
1
5
日

ま

で
に

生
ま

れ
、
平

成
1
0
年
３

月

６
日

ま

で
に
松

戸
市

に
転
入
届
出

を
し

、
引

き
続

き
居

住
し

て

い
る
人
（
市

外

へ
転
出
し

た
人

は
、

投
票
で

き
ま
せ

ん
）

投

票

方

法

は

記

号

式

記
載

台
に
備
え

付

け

の
○
記
号
印

で

、
支

持
す

る
候
補

者

の
所

定
欄

に
印

を
押
す

不在者投票がしやすくなりました
印鑑不要

投票時には印鑑が不要になりました。

自営業の人や投票日に親族の冠婚葬祭がある人

今までは

お店や職場が投票区の

区 域 外 なら 、

不在者投票ができました。

これからは

お店や職場が投票区の
区域内 でも、

不在者投票ができます。

ボランティアやレジャーなどの私用で投票日に投票区域

内にいない人

今までは

やむを得ない用務 で

市町村の区域外 に　

いる場合だけ

不在者投票ができました。

これからは

何らかの用務 で

投票区の区域外 にいる

場合には

不在者投票ができます。

）
期
間
…
６
月
７
日
日
～
1
3
日
土

投
票
場
所
…
市
役
所
本
庁
ま
た
は
各
支
所

）時
間
…
市
役
所
本

庁

＝
午
前
８
時
3
0分

～
午
後

８

時
、
各
支
所

＝
午
前
８
時
3
0分
～
午
後
５
時

郵

便

投

票

身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
人
（
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は

戦
傷

病
者
手
帳
の

交
付
を
受

け
て
い
て

、
一
定
の

障
害
を

有

す
る
人
）
は
、
次
の
手
順
で
郵
便
に
よ

る
投

票
が

で
き
ま
す

。

①
郵
便
投
票
証
明
書
の
交
付
を
申
請
〔
申
請
時
に

は
手
帳
の

提

示
（
ま
た
は
コ
ピ
ー
し
て
郵
送
で
も
可
）
が
必
要
で
す
〕

②
投
票
用
紙
の
請
求
〔
６
月
1
0
日
水
ま
で
〕

郵
便
投
票
証
明
書
を
添
え
て
請
求
し
ま

す
。

※
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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平
成
1
2年
４
月
１
日
か
ら
始
ま
り
ま
す

介
護
保
険
制
度
の
仕
組
み

４

第
一
回

介
護
保
険
制
度
の
概
略

問
介
護
保
険
準
備
室
℡
3
6
6
・
7
3
7
0
番

現
在
、
わ
が
国
で
は
急
速
な
高
齢

化
と
と
も
に
、
介
護
の
問
題
が
老
後

の
最
大
の
不
安
と
な
っ
て
い
ま
す
。

介
護

が
必
要
と
な
っ
て
も
、
家
族

の
力
を
借
り
て
、
で
き
る
限
り
自
立

し
、
尊
厳
を
持
っ
た
生
活
が
で
き
る

こ

と

は
皆

の
共

通

の
願

い
で

す
。
し

か

し

、
現
実

に
は

家
族

だ
け
で

介
護

を
行
う

こ
と

は
非

常
に
困

難
で

す

。

「
介

護
保

険
制

度
」

は
、
介

護

を

社

会
全

体
で

支
え

、
利
用

者

の
希

望

を
最
大

限

に
尊

重

し
た

総
合

的
な
サ

介護保 険制 度の 概略( 原則として)

○介護保険に加入するのは４０歳以上

の人です。

○保険料は所得に応じて決まります。

○サービスが受けられるのは、６５歳

以上で介護を必要とする寝たきり

および痴ほうの人と､４０歳から６４

歳までの特定疾病の人です。

○サービスを利用するときは、市で

設置した介護認定審査会に要介護

認定を申請します。

○介護認定審査会で認定した要介護

度に応じて在宅サービスと施設サ

ービスが受けられます。

○利用者は、掛かった費用の一割を

負担します。

四年間を振り返って

今年もご 協力をお 願いし ます（昨年 の江戸川 クリ

ーン大 作戦）

月
日

が
た

つ
の
は

早

い
も

の

で
、
市
長
に
就
任
し

て
か
ら
ま
も

な
く
四
年
が
過

ぎ
よ
う
と
し
て
い

ま
す

。
始
め
の
こ
ろ
は
決
裁
の
多

さ
、
そ
し
て
い
ろ
い
ろ
な
会
議
や

行
事
へ
の
出
席
な
ど
、
そ
の
多
忙

な
こ
と
に
驚
い
た
も
の
で
し

た
。

Ｉ

ビ
ス

の
仕

組
み

を
つ
く

る
こ
と

を

目

的
に

、
平

成
1
2年
４

月

１
日

か
ら

開

始
さ

れ
ま

す
。

厚

生
省

の
推
計
で

は
、

全
国

で
介

護

が
必

要
な
人
（
虚
弱

・
痴

ほ
う

性
・

寝

た
き
り

の
お
年

寄
り
）

は
、
平

成

1
2年

に

は
二
百

八

十
万

人

、
平

成
2
2

年

に

は
三

百

九
十
万

人

、
平
成
3
7
年

に

は
五
百

二

十
万

人

に

な
る
と

さ
れ

て

い
ま

す
。

介
護

の
問

題

の
解

決

は
、
こ

れ
か

ら
先

、

ま
す

ま
す

重
要

な
課
題

に
な

る
と
思

わ

れ
ま
す

。

※
今
後

、
介

護
保

険
制
度

の
内

容
を

広
報

ま

つ
ど
で

詳
し

く
お

知
ら
せ

し
て

い
き
ま
す

。

※
介
護

保
険

制
度

に
つ

い
て

の

バ
ン

フ
レ

ッ
ト

を
、

市
役
所

本

庁

や
各

支
所

、
各

市
民

セ
ン

タ

ー
、
各

保

健

セ
ン

タ
ー

な
ど
で

配
布
し

て

い

ま

す
。
　
　
　
　
　
　

、

四
年
間
を
振
り
返
っ
て
印
象
に

残
っ
て
い
る
こ
と
は
、
何
と
言
っ

て
も
就
任
六
ヵ
月
後
の
平
成
７
年

１
月

に
起
き
た
阪
神
・
淡
路
大
震

災
で
す
。
市
政
を
任
さ
れ
て

い
る

私
に
と
っ
て
身
の
引
き
締
ま

る
思

い
で
し
た
。
四
十
六
万
市
民
の
生

命
と
財
産
を
守
る
責
任
の
重
さ
を

痛
感
し
た
と
こ

ろ
で
す
。

こ
の
地
震
に
よ
り
私
た
ち
は
地

震
の
恐
ろ
し
さ
を
教
え

ら
れ
、
防

災
に
つ
い
て
今
一
度
検
討
す

る
機

会
と
な
り
ま
し
た
。
早
速
、
庁
内

に
検
討
部
会
を
設
置
し
、
地
域
防

災

計
画

の
見

直
し

を
行

い
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
他
市
等
と
の
防
災

に
関
す
る
協
定
、
地
域
の
防
災
組

織
づ
く
り

の
強
化
、
災
害
対
策
資

機

材

の
整

備

な

ど

を

実

施
し

、

「
災
害
死
亡
者

ゼ
ロ
」

と

い
う
目

七
十
歳
（
寝
た
き
り
の
お
年
寄
り

な
ど
は
六
十
五
歳
）
以
上

の
人
は
、

老
人
保
健
法
に
よ
っ
て
老
人
保
健
制

度
の
も
と
で
診
療
を
受
け
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

七
十
歳
に
な
る
ま
で
は
、
国
民
健

康
保
険
や
職
場
の
健
康
保
険
、
共
済

組
合
等
の
加
入
者
（
被
保
険
者
や
扶

養
家
族
）
と
し
て
医
療
機
関
に
か
か

っ
て
い
ま
し
た
が
、
七
十
歳
の
誕
生

日
の
翌
月
か
ら
、
ま
た
、
六
十
五
歳

以
上
で
寝
た
き
り
の
お
年
寄
り
な
ど

標
を
掲
げ
て
、
安
全
で
安
心
な
街

づ
く
り
を
め
ざ
し
た
防
災
体
制
の

充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

次
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
憩

い

と
潤

い
の
あ
る
生
活
を
し
て
い
た

だ
く
た
め

の
施
策
と
し
て

、
「
緑

花
清
流
に
よ
る
ふ
る
さ
と
ま
ち

づ

く
り
」
を
推
進
し
て
き
た
こ

と
で

す
。皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
春

は
レ
ン
グ
、
秋
は
コ
ス
モ
ス
の
花

が
楽
し
め
る
「
江
戸
川

・
松
戸
フ

ラ
ワ

ー
ラ
イ
ン

整
備

事
業

」
や
、

魚
な
ど
の
生
き
物
が
生
息
す
る
川

に
す
る
た
め
の
、
清
流
の
復
活
に

向
け
た
取
り
組
み
を
実
施
し
て
き

ま
し
た
。

最
近
で
は
、
二
〇
二
〇
年
（
平

成
3
2年
）
を
目
標
年
度
と
し
た
新

総
合
計
画
が
今
年
の
４
月
に
ス
タ

は

、
市

長

が
認
定

し
た

日

の
翌
月

か

ら

健

康

子

帳

と

老

人

医

療

受

給

者

証

、
保
険

証
を

提
示
し

て

、
診
療

を

受

け

る
こ

と
に

な
り
ま

す

。

※
各

支
所

で
、

新
規

に
老
人

医
療
受

給
者

証

の

交
付

を
受

け

る
場

合

、

‘こ

れ
ま

で

は
申
請

か
ら

交
付
ま

で

に

。
定

の
期
間

が
必
要

で
し
た

が
、

即

日
交

付
で

き

る
よ
う

に

な
り

ま

し
た

。

高

齢

化

と

老

人

医

療

費

昭
和
5
8
年
２

月

か
ら
始

ま

っ
た
老

人
保
健
制
度
に
よ
る
老
人
医
療
費
は
、

高
齢
化

が
進
む
中
、
年

々
受
給
者
の

増
加
と
と
も
に
伸
び
て
い
事
罵

昭
和
5
8年
度
と
平
成
８
年
度
を
比

較
す

る
と
受
給
者
数
は
二

・
〇
倍
、

年

間
一
人
当

た
り
の
老
人

医
療
費

（
十
割
）
は
一
・
七
倍
に
増
大
し
て

い
ま
す
（
左
表
）
。

高
齢
期
を
健
や
か
に
過
ご
す
た
め

に
も
、
日
ご
ろ
か
ら
健
康
管
理
に
留

意
し
、
適
切
な
受
診
を
心
掛
け
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
本
市
で
は
老
人
保
健
制
度

と
は
別
に
、
六
十
九
歳
か
ら
の
医
療

費
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

年
間
一
人
当
た
り
の
老
人
医
療
費

Ｉ
ト
し
た
こ
と
で
す
。
平
成
1
0年

度
は
新
し
い
街

づ
く
り

が
始
ま

る

重
要
な
年
で
す
。
計
画
を
着
実
に

実
行
す

る
よ
う
考
え

て
い
ま
す

。

計
画
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
皆

さ
ん
か
ら
数
多
く
の
ご
意
見
・
ご

提
案
を

い
た
だ
き
、
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。

さ
て
、
行
政
を
進
め
て
い
く
上

で
最
も
大
切
な
こ
と
は
、
市
民
と

市
役
所

が
協
働
し
て
進
め
る
こ
と

で

す

。
５

月
3
1日

に
行

わ
れ

る

「
春
の
市
民
ぐ

る
み

で
ク
リ
ー
ン

デ
ー
」

は
そ
の
一

つ
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
い
つ
も
大
勢
の
人
の
参

加
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
政
に
関
し
て
皆
さ
ん

か
ら
の
ご
意
見
を
直
接
お
聞
き
す

る
た
め
、
専
用
の
フ
ァ
ッ
ク
ス
を

市
長
室
に
置

い
て
い
ま
す
。
ご
意

今
同
か
ら
、
二
回
に
わ
た
っ
て

同
和

問

題
に

つ

い
て

考
え
ま

す
。

「
同
和

間
題

」
と

い
う
言

葉
を

初
め
て
聞
い
た
と
い
う
人
も
い
ら

っ
し

や
る
か
も

し

れ
ま
せ

ん
。
同

和

問
題

が
根
本

的
な

解
決

に
至
ら

な

い
大

き

な
原

因
は

、
こ

れ
ま
で

の
さ
ま

ざ
ま

な
取
り

組
み

に
も

か

か
わ
ら

ず

、
こ

の
問

題

に
つ

い
て

の
正

し

い
理
解

が
十

分
浸
透

し
て

い
な

い
こ
と

に
も

あ
る
と

思

わ
れ

ま

す

。

そ
こ

で

、
今
回

は
、
同
和

問
題

と

は
何

か
と

い
う
こ

と

を
ご
紹

介

し
た

い
と
思

い
ま

す
。

同
和

問
題

は
、
日

本
民

族

、
日

本
国
民

の
中

で
身
分

的
差

別
を
受

け
て

い
る
人

々

の
問

題

で
す

。

「
未

解
放
部
落
」
あ
る

い
は
「
部

落
」

な
ど

と
も
呼

ば
れ

る
同
和

地

区

は
、
中
世

末
期

か
ら

近
世
初

期

に

か
け
て

、
封
建

社
会

の
政
治

的

、

経
済

的

、
社
会

的
諸

条
件

の
規
制

に

よ
り

一
定
地
域

に
定

着
し

て
居

住
す

る
こ

と
で
形

成

さ
れ
た
共

同

体

的
集
落

で
す

が
、
こ

の
伝

統
的

集
落

の
出

身
な

る

が
故

に
結

婚
や

就
職

な

ど
で
陰

に
陽

に
身
分

的
差

別

の
扱

い
を
受

け
て

る
人
た

ち

が

い
ま
す

。

政
府

は
同
和

問
題

に
本

格

的
に

取
り
組
む
た
め
、
昭
和
3
6
年
(
一

九

六

一
年

）
に

「
同
和

対
策

審
議

会
」

を
設

置
し

ま
し

た
。
四

年

の

審

議
を

経
た
後

に
同
審

議
会

は
内

閣

総
理
大

臣
に

答
申

を
行

い
ま
し

た

が
、

そ
の
中

で
同
和

問
題

を
次

の
よ
う

に
述

べ
て

い
ま
す

。

「
同
和

問
題

と
は

、
日

本
社
会

問い合わせ
市民相談室人権担当 ℡366-7319 番

教育委員会企画調整室人権担当

℡366-7455 番

の
歴

史
的
発

展

の
過
程

に
お

い
て

形

成

さ

れ
た
身

分
階
層

構
造

に
基

づ
ぐ

差
別

に
よ

り
、
日

本
国

民

の

一
部
の
集
団
が
経
済
的
・
社
会
的

文
化
的
に
低

位
の
状
態
に
お
か

れ
、

現
代

社
会

に
お

い
て

も
、

な
お

い

ち

じ
る
し
ぐ

基

本
的

人
権

を
侵
害

さ

れ
、
と

く
に

、
近
代

社
会

の
原

理

と
し
て

何
人

に
も

保
障

さ
れ
て

い
る
市
民

的
権

利
と
自

由

を
完
全

に
保

障

さ
れ
て

い
な

い
と

い
う

、

も

っ
と

も
深
刻

に
し

て
重
大

な

社

会

問
題
で

あ

る
」（
同

和
対

策
審

議

会

答
申

よ
り
）

そ
し
て

、「
同

和
問

題

の
早
急

な

解

決
こ

そ
国

の
責
務

で
あ

り
、
同

時

に
国
民

的
課

題
で

あ
る
」

と

指

摘

し
て

い
ま

す
。

こ

の
答
申

を
受
け

て
政

府
は

、

昭
和
4
4
年
に
同

和
対

策
事
楽

特

別

措

置
法
（
同
対

法
）
を
制

定
し

、
同

和

問
題

の
解

決
に
向

け
て

着
手

し

ま

し
た
。

同
対

法
は

、
対
象

地
域

の
生
活

環

境

の
改
善

、
社

会
福

祉

の
増
進

、

産
業

の
振
興

、
職
業

の
安

定

、
教

育

の
充

実

、
人

権
擁

護
活
動

の

強

化

等

を
図

る
こ
と

に
よ

っ
て

、
対

象
地
域

の
住

民

の
社
会

的
、
経

済

的
地
位

の
向

上
を

は

ば
む
諸
要

因

の
解

消
を
目

指
し

て

い
ま

し

た
。

そ

の
後
、
同

対
法

の
延
長

等

の

さ

ま
ざ
ま

な

経
過
を

経
て

、
現
在

ま

で
問

題
を
解

決
す

る
努
力

が
続
け

ら

れ
て
き
ま

し
た

が
、

い
ま

だ
そ

の
根

本
的

な
解
決

に

は
至

っ
て

い

ま
せ
ん
。

次

回

は
、
同
和

問

題
の
現
況

に

つ

い
て
考
え

た

い
と

思

い
ま

す

。

見

は
大
変
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ

い
て

い
ま
す
。
フ
ァ
ッ
ク
ス
を
お

寄

せ

い
た

だ

い
だ
皆

さ
ん

に
対

し
、
あ
ら
た
め
て
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

ふ
る
さ
と
の

明
日
夢
み
し
若
葉
か
な

市
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
直
接

お
聞
き
す

る
た
め
、
市
長
室
直

通
の
フ
ァ
ッ
ク
ス
を
設
置
し

て

い
ま
す
。
市
政
に
関
し
て
感
じ

て
い
る
こ
と
や
建
設
的
な
ご
意

見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
（
四
月

末
現
在
四
百
六
十
件
受
信
）
。

Ｆ
Ａ
Ｘ
3
6
6
・
2
3
0
1
番

このまちに人権文化を築くために

同和問題①( 同和問題とは)

市長室発

川井敏久

70歳以上の人が対

象です　老人保健制

度による診療ながいき課366-7346iながいき366-7346番

老
人
医
療
費
平
均
受
給
対
象
者
数



広報まつど1998 年(平成10年)5月25日

皆さんの助けあい

国民健康保険は、加入者が保険料を出し合い、病気やけが

をしたときの医療費に充てる助け合いの制度です。

この制度は、皆さんの協力（助けあい）があって健全に運

営されるものです。

近年医療費は、加人者の高齢化や慢性疾患により年々増加

しており、国民健康保険の運営は大変厳しくなり、皆さんの

保険料の負担も大きくなってきています。

今回は、制度の概要と保険料についてお知らせします。

問国民健康保険課℡366-7353 番

け
が
や
病
気
の
と
き
に
安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら
れ
ま
す

表1　 加入・脱退などの手続き

こんなとき 届け出に必要なもの

国
保
に
入
る
と
き

他の市町村から転入し

てきたとき

印鑑、他の市町村の転出

証明書

職場の健康保険をやめ

たとき

印鑑、職場の健康保険を

やめた証明書

職場の健康保険の被扶

養者でなくなったとき

印鑑、被扶養者ではない

理由の証明書

子どもが生まれたとき
印鑑、保険証、母子健康

手帳

生活保護を受けなくな

ったとき

印鑑・保護廃止決定通知

書

国
保
を
や
め
る
と
き

他の市町村に転出する

とき
印鑑、保険証

職場の健康保険に入っ

たとき

印鑑、国保と職場の健

康保険の両方の保険証

(職場の保険証が未交付

のときは加入し たこと

を証明するもの)。

職場の健康保険の被扶

養者になったとき

国保の被保険者が死亡

したとき
印鑑、保険証

生活保護を受けるよう

になったとき

印鑑・保険証、保護開始

決定通知書

そ
の
他

退職者医療制度の対象

となったとき
印鑑、保険証、年金証書

松戸市内で住所が変わ

ったとき

印鑑、保険証
世帯主や氏名が変わっ

たとき

世帯が分かれたり、

一緒になったとき

修学のため、別に住所

を定めるとき

印鑑、保険証、在学証明

書

印鑑、身分を証明するも

の（使えなくなった保険

証）

保険証をなくしたとき

(あるいは汚れて使え

なくなったとき)

加

入

す

る

人

は

国

民
皆

保
険

制
度

に
よ
り

、
私

た

ち

は

い
ず

れ
か

の
健
康

保
険

に
加
入

し

な
け

れ
ば
な

り
ま
せ

ん

。
職
場

の

健
康

保
険

な
ど

に
加
入

し
て

い
る
人

と

そ
の
家

族
、

生
活

保
護
を

受
け

て

い
る
世
帯

の
人

を
除

い
た
す

べ
て

の

人

が
国
民

健
康

保
険
（
国
保

）
の
加

入

者
と

な
り

ま
す

。

切

り
替
え
手

続
き

加

人
・
脱
退
な
ど

の
手
続

き
は
、
表

Ｉ

の
と

お
り
で

す
。

受
け

ら
れ

る
給

付

国
保
で
受
け
ら
れ
る
給
付
は
、
下

記

の
と

お
り
で

す
。

保

険

証

は

世
帯
単
位
で
運
営
す
る
制
度
な
の

で
一
世
帯
、
保
険
証
一
枚
で
す
。

表2　保険料の算定方法

国
の
負
担
金

等

医 療費 （医 療 給付 額）

医療費(医療給付額)と収める保険料･ 市の特別繰入金

交
付
は
原
則
と
し
て
郵
送
で
す
。

た
だ
し
、
写

具
の
張

っ
て
あ
る
身
分

証
明
書
（
免
許
証

・
パ
ス
ポ
ー
ト
な

ど
）
を
提
示
す
れ
ば
、
そ
の
場
で
受

け
取
れ
ま
す
。

保

険

料

の

決

め

方

保

険
料

は
過

去

の
医

療
費

か

ら
翌

年

の
医
療

費
を

予
測
し

、

そ
こ

か
ら

医
療
機
関
で
患
者
さ
ん
が
支
払
う
金

額
（
一
部
負
担
金
）
を
差
し
引
い
た

額

と
、
国

の
負

担
金

等
と

を
差
し
引

い
て
算
定

し
ま

す

（
表
２

）
。

そ

れ
を
加
入

者
全

員
で
負

担
し

ま

す

。
従

っ
て
医

療
費

が
増
加

す

る
と

保

険
料
も

上

が
り
ま

す
。

保
険

料
率

平

成
1
0
年

度

の
保

険
料

率
（
所

得

割

・
平
等

割

・
均
等

割
）
は

、
６
月
５

日
号
の
広
報
ま
つ
ど
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

限
度
額
平
成
1
0年
度
の
保
険
料
限
度
額
は

年
額
五
十
三
万
円
で
す
。

納
付
義
務
者
は
世
帯
主

保
険
料
は
世
帯
を
代
表
す
る
世
帯

主
に
通
知
し
、
世
帯
主
が
納
め
ま
す

（
世
帯
主

が
ほ
か
の
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
場
合
も
同
じ
で
す
。
こ

の
場
合
、
世
帯
主
の
収
入
は
保
険
料

に
は
合
算
し
ま
せ
ん
）
。

平成
6年度 7年度 8年度 9年度 10年度

１人

当たり

保険料

68,735円 72,172円

(5.0％)

75,781円

(5.0％)

79,571円

(5.0％)

82,243円

(3.4%)

※平成10 年度は前年度と比べて3.4％増を見込んでいます。

※保険料アップをできるだけ抑制するため，前年度同様万般

会計から特別繰入金6億5千万円を補てんしています。

給
付

の
対
象

に

な
る

の
は

、
次

の

よ

う

な
場

合
で

す

。

▼

療

養

の

給

付

病
気

や
け

が
を

し
た

と
き

。
歯

の

治

療
を
受

け

た
と

き
。

▼

高

額

療

養

費

の

支

給

①
一
ヵ

月

に
六
万

三
千

六
百
円

三

万

五
千

四
百

円

）
以

上

の
医

療
費

を
支

払

っ
た
と

き
。

②
一
ヵ
月
に
一
世
帯
で
三
万
円
二

万

千

円

）
以

上

の
医

療

費

を

二
回

以

上
支
払

っ
た

と
き

。

⑤

過
去
十
二
ヵ

月

に
同

じ
世

帯
で
三

回
以

上

高
額
療

養
費

の
支

給
を
受

け

た

場

合

は

三

万

七
千

二

百

円

（
二

万

四
千

六
百
円

）
以

上

。

①

血
友

病

・
人

上
透
析

の
必
要

な

慢

性
腎
不
全
等
で
一
ヵ
月
に
一
万
円

を
超
え

て

支
払

っ
た

と
き

。

※

（
　

）
内

の
金

額

は
市

民

税
非

課

税

世
帯
等

▼

療

養

費

の

支

給

（

一

時

自

己

負

担

）

①

や
む
を

得
な

い
理
由

で
、

保
険

証

を
持
た

ず
に
治
療
を
受
け
た
と

き
。

②

あ
ん
ま

、
ハ
リ

、
灸

、

マ
ッ
サ

ー

ジ

の
施

術
を
受

け
た

と
き

。
柔

道

整

復
師

に
施
術

を
受

け
た
と

き

。

③
コ

ル
セ

ッ
ト

な
ど

の
補
装
具

代

。

※
②
③

の
場
合

は
医
師

の
証

明

が
必

要

で
す

。

▼
そ

の

他

の

給

付

①
被

保
険
者

が
出

産
し

た
と

き
。

②

被
保
険
者
が
亡
く
な

っ
た
と
き
。

③
重

病
人

の
入

院
、
転

院
で

移
送

が

必
要

な
と

き

。

①
入

院
中

の
食
事

代
。

⑤

訪
問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ
ン

な
ど

を

利

用
し

た
と

き
。

人

隴

擁

護

委

員

制

度

を

ご存

じ

で

す

か

６

月
1

日

は
人

権
擁

護
委

員
法

が

施
行

さ
れ

た
日
で

す
。

人

権
擁

護
委
員

制
度

は
、

昭
和
2
3

年

に
設
け

ら

れ
た
制
度

で
、

世
界
人

権
宣
言
と
共
に
今
年
で
五
十
周
年
を

迎
え

ま
す

。
法

務
省
と

全
国

人
権

擁

護
委

員
連

合
会
で

は

、
啓
発
活

動

重

点
目

標

を

『
考
え

よ
う

あ

な
た

の
人

権

わ
た
し

の
人

権
　

世

界
人

権
宣

言

五

十

周
年

』
と

定

め

、
積

極

的

な

啓

発
活

動
を

展
開
し

て

い
ま
す

。

人
権
擁

護
委

員
は

、
皆

さ
ん

の
相

談

を
お
受

け
し
ま

す

。

1
0年
度

か
ら

新
た

に
馬
橋

支
所

・

六

実
支
所

に
相

談
場
所

を
設

け
ま

し

た

。

い
じ
め

、

体
罰

、
差

別

問

題

、

家

庭
内

の
も
め

ご
と

な
ど
、

毎
日

の

暮

ら
し

の
中
で

起
こ

る

さ
ま

ざ
ま

な

問

題
の
相

談
に

応
じ
ま

す
。

※
相

談
日

に

つ

い
て

は
広

報

の
相
談

案
内
（
８
面
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

委員名 住 所 電 話

有坂 星子 金ケ作306 ℡3875055 番

和田　康男 松戸新田18 の4 ℡362-7853 番

高橋むつき 上本郷2334の6 ℡367-1404番

鈴木　一夫二ツ木144の2 ℡341-0192番

瀧田　泰子 上本郷3730 ℡362-2683 番

山田　英夫 小山265 ℡362-8886 番

沖　 英雄 松戸1488 ℡361-0888 番

南雲 祥子 上本郷3212 ℡362一5037 番

長谷川　智 馬橋1858 ℡341-5231番

上野弘一郎 胡録台317 の4 ℡363-4625 番

若林　桂子二ツ木1688 ℡345-3840 番

問
援
護
課
庶
務
係
℡
3
6
6

・
7
3
4
7
番

ま

つ

ど
景

観
ラ

ボ
（
松

戸

の

景

観

を
考

え

る

実

行

委

員
会

）
の

会

員

を

募

集

ま
つ
ど
景
観
ラ
ボ
は
、
将
来
の
市
　

す
る
市
民
ま
ち
づ
く
り
活
動
団
体
や

内
の
景
観

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
　

地
域
と
の
連
携
を
進
め
、
景
観
づ
く

る
市
民
グ
ル
ー
プ
で
す
。
市
民
・
企
　

り

・
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
要
望
や

業
・
行
政
等
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
す
　

意
見
を
集
約
で
き
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

る
者
の
「
協
働
」
に
よ
る
景
観
づ
く
り
　

形
成
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

を
主
唱
し
て
い
東
天
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
が
ま
ち
松
戸
の
よ
い
と
こ
ろ
を

活
動
拠
点
を
財
松
戸
市
都
市
整
備
　

伸

ば
し
、
将
来
の
松
戸
を
こ
ん
な
ま

公

社
の
中
に
あ
る
「
松

戸
ま
ち
づ
く
　

ち
に
し
た
い
と
思
う
人
は
、
ど
う
ぞ

叺

父
流
室
」
に
置
き
、
松
戸
を
再
発
見
　

景
観
ラ
ボ
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

す
る
た
め
の
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
を
　

申
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
松
戸
ま
ち
づ
く
り

行
い
、
景
観
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
　

交
流
室
事
務
局
（
財
松
戸
市
都
市
整

「
市
民
版
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
づ
く
　
備
公
社
内
℡
3
6
6
・
6
1
1
3
番
）
Ｆ
Ａ
Ｘ

り
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
関
連
　
3
6
6
・
6
1
1
2
番
へ

住

民

税
証

明

書
（
所

得

証
明
・
課

税

証
明

等
）
の

発
行

開

始
が

遅
れ

ま
す住
民
税
の
追
加
減
税

が
見
込
ま
れ

て

い
ま
す
の
で
、
平
成
1
0年
度
住
民

税
証
明
書

の
発
行
は

１
ヵ
月
程
度
遅

れ
ま
す
。

問
市
民
税
課
℡
3
6
6
・
7
3
2
2
番

ア

メ
リ

カ
シ

ロ

ヒ

ト

リ

の

簡
易

防

除
器

の

貸

し

出

し

と

薬

剤

の

無
償

交

付

期
間
６
月
５
日
金
～
９
月
４
日
金

申
印
鑑
を
持
っ
て
、
農
政
課
指
導
係

（
℡
3
6
6
・
7
3
2
8
番
）
ま
た
は
各
支

所
へ

納

期
内

の

納

付

に

ご

協
力

を

６

月
１

日
月
は
軽
自
動
車
税
（
全
期
）
の
納
期

限
で
す

。
納
め
忘
れ

の

な
い
よ
う
に

お
願
い
し
ま
す

。

問
収
納
課
管
理
係
℡
3
6
6
・
7
3
2
5
番

国民健康保険は

保 険 料

収
め
る

保
険
料

市
の
特
別

繰
入
金

予
測
さ
れ
る

医
療
費

医
療
機
関
で

患
者
が
支
払
う

一
部
負
担
金

国
の
負
担
金
等

収める保険料 市の特別繰入金 医療費(医療給付額)

１人当たりの収める保険料

保
険

料
の
納
付

は
、
便
利

な
口

座

振
替

で
。

国

保

を
や

め

る
と

き

は

、
市

役

所

・
支

所

の

窓

口

で
保

険

料

を

確
か

め
ま

し
ょ
う

。

月
が
変

心

っ
た

ら
医

療
機

関

に

保
険

証
を
提
示
し
て

く
だ
さ
い
。

国 保 で

受けられる

給 付

秘密厳守　相談は無料です。

お気軽にご相談

ください

愛
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消
費
者
取
り
引
き
で
困
っ
た
と
き
は

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
ヘ

多重債務者が急増中です

買物や旅行、あれもこれ

もやりたいことがたくさん。

給料日を待たずに、クレジ

ットカードや、消費者金融

で借りて支払う。

でも今、本当に必要なも

のですか。

借

り

入

れ

は

計

画

的

に

借

り

る

と

き
に

●

借
入

額

・
借
入

期
間

を
必
要

最
小

限

に

し

、
利

息
（
出

資

法

の
最

高

利
率

は

、
年

率
四
〇

・
〇

〇
四
％

）

を
含

め
た

返
済

額

が
支
払

能
力

を

超
え

る
借

り
入

れ
は
し

な

い
。

●

正

規

の
貸

金

業

者

を

利

用

す

る

（

登
録

標

識

や
貸

付

条

件

表

が

掲

示

さ
れ
て

い
る
）。

●

借
用

書

の
写
し

を
受

領
し
保

管

し

て

お
く

。

借

入

金

返

済

の

と

き

●

領
収

書
を
受

領
し

保
管

す
る

。

一般的に毎月の返済額が

月収の2 割を超えると、返

済は困難だとい われていま

す。

●
完
済
時
に
は

、
契

約
書
面
等

の

返
却
を
受
け
保
管
す
る
。

悪

質

な

商

法

に

注

意

多
重
債
務
者
を
狙
っ
て
、
「
借
入

一
本

化
、

他
店

で
断

ら

れ
た
人

、

即

融
資
」
の
う
た
い
文
句
で
誘

い
、

高
額
な
子
数
料
を
要

求
す

る
「
整

理
屋
」
等
の
被
害
に
遭
う
ヶ
Ｉ
ス
が

増
え
て
い
ま
す
。

う
ま

い
話
に

だ
ま
さ
れ
な

い
よ

う
、
次
の
よ
う
な
手
口
に
は
注
意
が

必
要
で
す
。

紹
介

屋
…
自
社
で
は
融
資
せ
ず
、

最
近

、
多

重
債

務

者
の

増
加

が
目

立

っ

て

い

ま
す

。

消
費

者

金
融

や

ク
レ

ジ
ッ
ト

カ
ー

ド
（

キ

ャ

ッ

シ
ン

グ
）
を

利
用

す

る

場

合

は

、
十

分

注

意
し

て

、多

重

債
務

に

陥

ら
な
い

よ

う
心

掛

け
て

く

だ
さ
い

。

問
消

費
生
活
課
消

費
生
活
係

℡
3
6
6
・
7
3
2

9
番
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

支払いが苦しくなったか

らといって、｢他から借りる｣

という一時的な解決策はや

めましょう。

他

の
業

者
に
あ
っ
せ
ん
し
不
当
な

紹
介
料
を
取
る
。

買
取

屋

…
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

で
多
額
の
商
品
を
買
わ
せ
、
二
～
三

割
程
度
で
買

い
取

る
（
後
日
、
ロ
ー

ン
会

社

か

ら

支

払

い
請

求

が
く

る
）
。整
理
屋

…
多
重
債

務
者

に
特
定

の
弁
護
士
を
紹
介
し
、
不
当
な
手
数

料
を
取

る
が
、
債
務
の
整
理
は
し
な

い
。
問
松
戸
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
℡
3
6
6

・
6
5
6
5

番
（
相
談
専
用
）

多重債務になる前に、ま

たは多重債務に陥ってしま

っても、消費生活センター

等の公的機関に相談してく

ださい。相談員が状況に応

じた助言をします。

消費 者保護基 本法は昭 和43 年5 月 に制 定さ れ 、消費

者・事業者・行政の役割が定められました。その後、

消費生 活関 連の法 律が整 備され 。平成7 年7 月には 消費

者を製 品事故 から 救済 する ため製 造物責任 法 （ＰＬ法）

が施 行さ れました 。

最 近の規 制緩 和による 経済社 会の急速な 変化の中 で 、

消費 者も多く の知 識や 情報 を習得し 、消費 者自身 の判

断で行動できる「消費者の自立」が求められています。

悪質消火器点検業者に注意を
最近、事業所などで、消火器点検を装った悪質業者

のトラブルが発生し ています。一般家庭の被害はまだ

目立っていませんが、今後十分に注意してください。

また、消火器の購入や点検が必要な場合は、近所の

消防用設備販売業者等を利用してください。

手口 …出入リの点検業者を装い点検の承諾を得る

と 、施設内の消火器を持ち帰り 、高額な請求をする。

支払いを拒むと脅迫し､ 消火器を返還しない( 未設置状

態になる)。

不適切な点検…①薬剤を詰め替えたように見せかけ

る②古い薬剤に詰め替える③消火器のキャップ ・ボン

ベ等の締めっけ不良がある。

対策…①出入(契約)業者であることを確認する②消

火器の耐用年数 一点検日等を把握し､ スキを与えない③

被害にあったら 、警察等に相談する。
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こ
の
夏
も

初
夏
か
ら
秋
に

か
け
て

、
す

ぐ
や
る
課
に
は
ハ
チ

の
駆

除
に

関
す

る
要

望
が
多
く

寄
せ
ら

れ
ま
す
。
ハ
チ
は
、
樹
木
・
木
の

穴
・
軒
下
・
天
井
裏
・
換
気
口
な
ど
に
巣
を
作
り
ま
す
。

ハ
チ
の
特
徴
を
知
っ
て
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
あ
わ
て
な
い

問題…きれいなしま模様の入った巣がだんだん大きくなりました。ハチは、

―つの穴から出入りしています。

答…スズメバチの巣です。近づくと、巣を守るために

攻撃してきます。スズメバチは体が大きく、目的を持

っているかのように直線的な飛び方をします。剌され

ると、まれにアレルギーショックを起こす場合があり

ますので近寄らす、すぐやる課に連絡してください。

問題…じょうごを逆さまにしたような形、または、平たくなっていて、六角

形のハチの巣の穴がよく見えます。巣の回りには、たくさんのハチがいます。

答…アシナガバチの巣です。アシナガバチは体が細長

く､'長い脚をダラリとたらして、風に漂うように飛ん

でいます。不用意に接触しなければあまり危険はあり

ませんが、気になる場所に巣かおる場合、大きくなっ

てしまった場合は、すぐやる課に連絡してください。

核

実

験

に

抗

議

５
月
１
１
日
に
イ
ン
ド
が
行
っ
た
地

下

核
実

験
に
対
し

、
松

戸
市

は
５
月

1
2
日
イ
ン
ド
・
ヴ
ァ
ジ
パ
イ
首
相
に

抗

議
し
ま

し
た

。

問
総
務
部
総
務
課
℡
3
6
6
・
7
3
0
5
番

６

月

定

例

市

議

会

開

催

予

定

平

成
1
0
年
松

戸
市

議
会
６

月
定

例

会

は

、
６

月
1
9
日

金
か
ら
７

月
１

日

水

ま
で

開
催

さ
れ

る
予

定
で

す

。

請
願

・
陳
情

は

、
６

月
1
0
日

水
午

後
５

時
ま
で
に
提
出
し
て
く

だ
さ

い
。

※
傍

聴
さ
れ

る
際

は
、
日
程

を

あ
ら

か

じ
め
確
認

し
て

く

だ
さ

い
。

期 日 会議予定 主な内容

6/19 金 招集日･ 本会議 議案説明

22月

本会議 一般質問
23火

24 水

，25 木

26 金
常任委員会 議案等の審査

29 月

7/ 1 水 本会議 議案等の議決

問
市
議
会
事
務
局
議
事
課
℡
3
6
6
・
7

3
8
2
番

統
計

調

査

員

を

募

集

内
容
指
定
さ
れ
た
地
区
内
の
事
業

所
ま
た
は
一
般
の
世
帯
へ
の
調
査
票

の
配
布
と
回
収

対
象
原
則
と
し
て

満
二
士
五
歳
以
上
の
人

申
６
月
1
0日
水

〔
必
着
〕
ま
で
に
、

ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
職

業

・
電
話
番
号
を
記
入
し
て
、
〒
2
7
1

－
8
5
8
8

松
戸
市
根
本
三
八
七
の

五
松
戸
市
役
所
総
務
部
総
務
課
統
計

係
（
℡
3
6
6
・
7
3
0
5
番
）
へ

建

築

物

実

態

調

査

に

ご

協

力

を

こ

の
調

査
は

、
最
近

の
建

築
物
と

住

宅

の
建

築

状

況

な
ど

を

調
査

し

、

国

や
県

の
住
宅
行

政
等

の
基

礎
資

料

を
得

る
た

め
、
毎

年
実

施
し

て

い
ま

す

。
６

月
1
0日

水
～
3
0
日

火
の
問

に
、

一
定

の
区

域
に
調

査
員

が
お

伺

い
し

ま
す
の
で
、
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
建
築
指
導
課
庶
務
係
℡
3
6
6
・
7
3

6
8
番

児

童

手

当

６

月

期

分

を

支

給

し

ま

す児
童

手
当

６
月

期
分

（
２
～

５
月

分
）

を
指

定
預
金

口
座

に
振
り

込
み

ま
す

。
６
月
1
0
日

水
以

降
に
受

け
取

っ
て
く

だ

さ

い
。

対
象
①

９

年
度

現
況
届

を
期

間
内

に
提
出

し

、
引

き
続
き
受

給

資
格

が

あ

る
と
認

め
ら

れ
た
人

②
平

成
９
年

６
月
以

降

、
新
規

に
認
定

さ
れ
た
人

児

童

手

当

の

要

件

に

該

当

す

る

人

は

申

請

を

要

件
①
二

歳
未

満
の
児

童
を

養
育

し
て

い
る
こ

と
②
保

護

者

の
前
年

の

所
得

が
制
限

額
未

満
で

あ

る
こ

と

支
給
額

一
人
月

額

第
一
子

・
第
二

子

五
千
円

、
第

三
子

以
降

一
万
円
（
申

請

し
た

翌
月
分

か
ら

支
給

さ

れ
ま
す
）

受
付

窓
口
援
護

謀
・
市
民

課
・
各

支
所

問
援
護
課
援
護
係
℡
3
6
6
・
7
3
4
7
番

児

童

手

当

現

況

届
（
更

新

手

続

）

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
人
は
毎

年
６

月
中

に

「
児

童
手

当
現
況

届
」

を
提

出
し

な
け

れ

ば
な
り
ま

せ

ん
。

こ

の
届

け

は
、
毎
年

６
月

１
日

現

在
の
状
況
を
記
載
し
、
児
童
手
当
を

引

き
続
き
受

け

る
要
件

が
あ
る

か
を

確
認

す

る
た
め

の
も

の
で

す
。

こ

の
届

け

の
提
出

が
な

い
と
、
６

月
分
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く

な
り

ま
す

の
で

ご
注
意

く

だ
さ

い
。

受
付
期

間
６
月

１
日

月
～

３
日

火

受
付
窓
口
援
護
課
・
市
民
課
・
各
支
所

※
現

在
受

給
し

て

い
る
人

に
は

、
現

況

届

の
用
紙

を
送
付

し

ま
す

。

問
援
護
課
援
護
係
℡
3
6
6
・
7
3
4

7
番
防

鳥

（
ガ
ラ

ス

よ

け

）

ネ

ッ

ト

を

無

料
で

配

布

ご
み
集
積
所
の
ガ
ラ
ス
よ
け
と
し

て
、
ゴ
ル
フ
練
習
場
の
使
用
済
の
ネ

ッ
ト
が
松

戸
市
清

掃
事
業
共
同
組
合

か
ら
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
無
料

で
配
布
し
ま
す
。

対
象
町
会
・
自
治
会
等
　
配
布
枚

数
先
着
三
百
張
り

〔
一
町
会

（
自
治

会
）
当
た
り
五
張
り
以
内
〕

申
電
話
で
清
掃
業
務
課
業
務
第
一
係

3
6
6
・
7
3
3
3
番
へ

ハチ
に
ご
用
心

借
り
る
前
に

返
済
は
、
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
？

返
済
の
た
め
の
借
金
は

多
重
債
務
の
始
ま
り

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に

ま
ず
相
談

夢の中まで追い

かけられて…

助けて一｀

こんなに

払えない ．

あれも、これも

ほしいナー

ちょつと
貸してく
れない？

あの～、

ちょっと相談が･5月30日は消費者の日です，

消費者保護基本法は30周年

巣の形で見分けよう、これは何のハチ? 見つけたらどうしますか？ よ
う
に
し

ま
し

ょ
う

。

問
す
ぐ
や
る
課
℡
3
6
6
・
7
3
0
2
番
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高

齢

者

福

祉

施

設

見

学

会

７
月

２
日
木

午
前
1
0
時
～

午
後

４

時
　

見

学
先

特
別

養
護

老
人

ホ

ー
ム

・
老
人

保
健

施
設

・

デ
イ

サ

ー
ビ
ス

セ
ン

タ

ー
・
ケ
ア

ハ

ウ
ス
な
ど
　

対

象

市
内
在

住

の
人
（
乳

幼
児

は
不
可

）

定

員
三
十

人

（
抽
選

）
　

費
用

無
料

申
６

月
1
0
日

水

〔
消

印
有
効

〕
ま

で

に
、
ハ

ガ
キ

に
参
加

希

望
者
全
員
（
ハ

ガ
キ
一
枚
で
四
人
ま
で
）
の
住
所
・

氏

名

・
年
齢

・
電

話
番

号

・
高
齢

者

福

祉
施

設
見

学
会

参

加
希
望
と
記

入

し

て

、
〒
2
7
1
－
8
5
8
8

松

戸
市

根

杢

二
八

七

の
五

松
戸

市

役
所

な
が

い

き
課

（
℡
３

・
7
3
4
6

番

）

へ

松

戸

さ

つ

き

花
季

展
示

会

５
月
2
6
日
火
～
3
1
日
日
午
前
９
時

～
午
後
７

時

会
場
運
動
公
園
体
育

館
　
費
用

入
場
無
料

問
松
戸
さ
つ
き
会
・
芦
田
℡
3
6
2
・
6

5
8
7
番

矢

切
フ

リ

ー
マ

ー
ケ

ッ

ト

５
月
3
1日
日
午
前
1
0時
～
午
後
３

時
〔
雨
天
の
場
合
は
６
月
７
日
日
〕

会
場
北
総
線
矢
切
駅
前
広
場
内
容

子
ど
も
服
・
家
電
品
か
ら
包
丁
研
ぎ

な
ど
約
五
十
店

問
矢
切
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
実
行
委
員
会

員
会
・
荒
井
℡
3
6
2
・
7
4
3
3
番

テ
ー
ブ
ル
マ
ジ
ッ
ク
発
表
会

６
月
６
日
土
午
後
５
時
～
７
時

会
場
ボ
ッ
ク
ス
ヒ
ル
八
階
ク
リ
ス
タ

ル
ホ
ー
ル
　
費
用

三
百
円

問
松
戸
奇
術
会
・
鈴
木

℡
3
8
9
・
2
0

5
6
番

心

の

ふ

れ

あ

い
コ

ン

サ

ー
ト

６
月
７
日
日
午
後
４
時
～
８
時

会
場
市
民
劇
場

内
容
市
内
在
住
の

学
生
・
社
会
人
に
よ
る
バ
ン
ド
演
奏

会
　
費
用
無
料

問
土
田
℡
3
4
6
・
2
8
7
3
番

ゲ
ン

ジ

ボ

タ
ル

観

賞

会

６
月
５
日

金
・
６
日
土
午
後
７
時

３
分
～
８
時
２
分
　
会
場
2
1世
紀
の

森
と
広
場
（
中
央
口
か
ら
の
み
入
園

で
き
ま
す
）
　
費
用
無
料

※
東
駐
車
場
の
み
利
用
可
（
有
料
）

問
松
戸
東
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
℡
3
8
4

・
8
2
8
0

番
（
月
・
火
・
木
・
木

曜
日
の
午
前
1
1
時
～
午
後
４
時
）

４

Ｈ

ク
ラ

ブ

野
菜

販

売

６
月
６
日
土
午
前
９
時
3
0
分
～
午

後
４
時

会
場
Ｊ
Ａ
古
ケ
崎
支
店
前

内
容
市
内
で
取
れ
た
新
鮮
な
野
菜
の

即
売
問
松
戸
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
・
福
川
℡
3
8
7
・

1
7
8
5
番

式

根

島

・

海

中

温

泉

の

旅

６
月
2
6
日
金
午
後
９
時
竹
芝
客
船

タ

ー
ミ
ナ
ル

出
発

、
３
日
日

午

後
８

時

帰
着

予

定

〔
二

泊
三
日

（
う

ち
船

内

一
泊

）
〕
　
費

用
一
万

九
千

八
百

円

（
往

復
船

代

・
宿

泊
費

を
含

む
）

申

電
話

で
松

戸
工

業

連
合

会
文

化
活

動
協
力
会
・
上
野
℡
3
6
3
・
4
3
7
4

番

（
平

日

の
午
後

１
時
～

５

時
）

へ

遺

跡
見

学
会
「
弥

生
の

ム
ラ

・
古

代
の

道

」

５
月
3
0
日
土
午
後
１
時
～
３

時
3
0分

〔
小
雨
決
行
・
予
備
日

3
1
日
日
　
会
場
東
台
公
園
周

辺
　
交
通
京
成
バ
ス
中
矢
切
バ

ス
停
下
車
三
分
・
北
総
線
矢
切

駅
下
車
徒
歩
十
分
　
費
用
無
料

※
車
で
の
ご
来
場
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
（
駐
車
場
無
し
）
。

申
当
日
遺
跡
現
地
詰
所
（
東
台

公
園
隣
り
）
で

問

財
千
葉
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー

西
部
調
査
事
務
所
℡
０
４
７
１

・
5
6・
0
4
4
0

番

「
家

庭

教
育

学

級

合

同

開
級

式

」

記

念

講

演
会

６
月
５
日
金
午
前
1
0時
～
正
午

会
場
市
民
会
館

内
容
い
ま
、
子
ど

も
に
伝
え
た

い
こ
と
　
講
師
千
葉
大

学
教
授
・
佐
藤
和
夫
氏
　
費
用
無
料

問
矢
切
公
民
館
℡
3
6
8
・
1
2
1
4

番

ビ

デ

オ

編

集

講

座

①
初
級
＝
５
月
2
9
日
金
・
3
0
日
土

・
3
1
日
日
②
中
級
＝
５
月
３
日
土
・

3
1日
日
　

時

間

①
午

前

の
部

＝
午
前

1
0時

～
正
午

、

午
後

の
部

＝
午
後
１

時
3
0
分
～
３
時
3
0
分
②
午
後
１
時
３

分
～
４
時
3
0
分
会
場
森
の
ホ
ー
ル

2
1情
報

セ
ン

タ
ー

定

員
①
各
回
三

人

②
各
回

一
人
（
各

先
着
順

）
　
内

容

自
分
で
撮
影
し
た
ビ
デ
オ
に
タ
イ
ト

ル

・
音
楽

な
ど

を
入

れ
、
オ

リ
ジ

ナ

ル
作
品
を
作
る
　
持
ち
物
自
分
で
撮

影

し
た

ビ

デ
オ
テ

ー
プ
　

費

用
無
料

申
５
月
2
6
日
火
午
前
1
0
時
か
ら
、
電

話

で
森

の
ホ

ー
ル
2
1
情
報

セ
ン

タ
ー

℡
3
8
4
・
5
0
5
0
番
へ

松
戸
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
テ
ク
ノ
2
1）
講
座
案
内

講
座
・
講
演

熟

年

男

性

の

料

理

教

室

６
月
1
6日

火
・
1
7日
水

・
1
8日（

、

各
午
前
1
0
時
３
分
～
午
後
１
時
3
0
分

会
場

小

金
市
民

セ

ン

タ
ー
　

対

象
市

内
在
住
の
六
十
歳
以
上
の
男
性
二

日
間

参
加

で
き

、
当
料

理
教

室
に

初

め
て
参
加
す
る
人
）
　
定
貝
十
五
人

（
抽
選

）
　

費
用

千
円

申
６

月
１
日

月
ま

で
に

、
往

復
ハ

ガ

キ

に
住
所

・
氏

名

・
年

齢

・
電
話
番

号

・
返
信

用
あ

て
名

を
記
入

し
て

、

〒
2
7
1
－
0
0
9
1

松
戸

市
本
町

．
四

の
二

第

一
生
命

ビ
ル
内

松
戸

市
社

会

福

祉
協
議

会

「
熟
年
男

性

の
料
理

教

室
」
係
（
℡
3
6
8・
0
5
0
3

番

）
へ

ス

ク

エ

ア

ダ
ン

ス

初
心

者

講

習

会
６
月
６
日
～
９
月
2
6日
の
毎
週
土

曜
日
〔
全
十
六
回
〕
午
後
７
時
～
９

時

会
場
明
市
民
セ
ン
タ
ー

費
用

五
千
円

筒
松
戸
バ
イ
ン
コ
ー
ン
ズ
・
柏
本
℡

3
6
4
・
7
9
0
6

番

（
夜
間
の
み
）

講　座　名 日　時 定員・費用

ワ
ー
プ
ロ
・
パ
ソ
コ
ン
講
座

パソコン・ワープ

ロ入門講座

①6/ 1月・　2火　午前

②6/11木・12金　 午後 各10人

6,000円W  i n  d o w s 95

入門講座

①6/ 4 木・　5金　 午前

②6/23火・24水　 午後

ワープロソフト

一太郎入門講座

6/8 月・　9火　　　

・10水･11 木　　
午前

各10人

12,000円

(10,000 円)

ワープロソフト

Wo  r d 人門講座
6/15月　16火　18木　19金　午前

表計算 ソフ トロ ー

タス1-2-3入門講座

6/16火・17水　
・18木・19金　　 午後

表計算ソフトエク

セル入門講座
6/13土・20土　　 土曜

10人10,000

円(8,000円)

※午前＝午前9時30分～午後0時30分、午後＝午後1時30分

～4時30 分　土曜＝午前10 時～午後3時30 分

マッキントッシュパソコ

ン講座・入門講座

6/2火・3水

・　9火・10水

午後1時30 分～4 時

5人

15,000円

マッキントッシュパソコ

ン講座・初心者講座

6/22月･23 火

・25木・2金

午前9時30 分～正午

5人

15,000円

高齢者向けパソコン講座

ゆっくり楽しくパソコン

講座（対象65歳以上）

6/29(月)30火

午前9時30 分～正午

5人

7,000円

申
松
戸
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
（
松
戸
市
小
金
一
の
一
九
の
三
℡
3
4
9
・
3
2
0
0
番
】

窓

口
で
受
講

料
を
添
え

、
先
着

順
で
受
け
付

け

※
費

用
の

う
ち
（
　

）
内
は

当
会
員
事
業

所
ま
た

は
当
団

体
会
員
メ

ン
バ

ー
の
場
合

で
す

。

危

険

物

取

扱

者

保

安

講

習

（
義

務

講

習

）

７
月
1
0
日

金
午
前

９
時
5
0
分
～

午

後
Ｏ

時
5
0分
（
給

油
取

扱
所
勤

務
者
）
、

午
後
１
時
5
0
分
～
４
時
5
0
分
（
給
油

取

扱
所
勤

務

者
以
外

）
　

会
場
我

孫

子

市
民
会

館

対
象

免
状

交
付

の
日

ま

た

は
講
習

を
受

け
た
日

か
ら

三
年

を
経
過

し

よ
う
と

す
る
人

な
ど
　

費

用

四
千
七

百
円
（
県

収
入
証

紙
で

）

６
月

１
日

月
～
５

日

金
の
間

に
、

免

状

・
県
収
入

証

紙

（
市

役
所

内
銀

行
・
東
葛
飾
支
庁
・
警
察
署
で
販
売
）

を
持

っ
て
消

防
局
内

松

戸
市
危

険
物

安
全
協

会

へ

問
消
防
局
予
防
課
℡
3
6
3
・
1
1
1
1

内

線
2
0
7
番

千

葉

県

女

性

セ

ン

タ

ー

①

総

合

国

際

セ

ミ

ナ

ー

②

ウ

ィ

メ

ン

ズ

・

セ

ミ

ナ

ー

①
６

月
６

日
土

・
2
8日
日
②

６
月

1
3
日
～
７
月
1
1
日
の
土
・
日
曜
日
〔
全

六
回
〕
　

会

場
千

葉
県
女

性
セ

ン

タ

ー
　

内

容

①
国
際

社
会
と

女
性

②
ジ

ェ
ン

ダ
ー
フ
リ

ー
な
生

き
方

を
求

め

て
　

費

用
無

料

※
詳
細

は
お
問

い
合

わ
せ
く

だ
さ

い
。

申
①

②
い
ず
れ

も
５
月
3
1
日
日

ま

で

に

、
電
話

で
県
女

性

セ
ン

タ

ー・
℡
０

４
７
１
‐
4
0
・
８
６
０
２
番
へ

楽

し

い

お

は

な

し

技

術

講

座

６

月
1
3
日
土
午

前
1
0
時
～

午
後
３

時
3
0
分
会
場
お
は
な
し
キ
ャ
ラ
バ

ン
事

業
所

対
象

保
母

、
幼

稚
園

・

小

学
校
教

諭
、
公

民
館

・
児

童
館

・

学

童
保
育

所

の
指
導
員

等

内

容
対

話

を
取

り
入

れ
た

方
法

、
資
材

の
生

か
し

方

、
絵
本

の
語
り

方
等
　

持
ち

物
上
履
き
・
絵
本
一
冊
　
定
員
五
十

人
（
抽
選

、
保

育
な
し

）
　
費
用

無
料

申
６

月
５

日
金

〔
必
着

〕
ま

で
に

、

往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢

・
職

業

（
お

は
な
し

会

の
グ
ル

ー

プ

に
所

属
し

て

い
る
人

は
団

体
名

）
　・

電
話
番
号
を
記
入
し
て
、
〒
2
7
0
-
0
0

3
5

松
戸

市
新

松
戸

南
二

の
二

財
松

戸
市
お
は
な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン
（
℡
3
4
4

・
3
0
3
7

番

）

へ

あ
な
た
の
健
康

植
物
に
よ
る
か
ぶ
れ

野
山
が
緑
に
お
お
わ
れ
る
季
節
。

戸

外

に
出

る
機

会
も

多
く

な
り
ま

す

の
で

、
植

物
の

か
ぶ

れ
に
注
意

し

ま
し

ょ
う

。

か

ぶ
れ

は
、
接

触
皮
膚
炎

と
呼

ば
れ

、
皮
膚

か

ら
侵
入
し

た

葉
や

、

茎
、

花
な

ど
に
含
ま

れ

る
ア
レ

ル

ゲ
ン

（
ア
レ

ル

ギ
ー
の
原
因

と

な

る
物
質

）
に
よ

っ
て
起
こ

り

ま
す

。

一
度
触
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
す

ぐ

に

症
状

が
現
れ

る
わ
け

で

は
な

く
、

接
触

を
重
ね

る
う
ち

に
体

が

ア
レ

ル

ギ
ー
状
態

と
な
り

、
微

量

の
ア

レ
ル

ゲ
ン

に
も
反

応
し
て

炎

症
を
起
こ
す
よ
う
に
な
る
の
で
す
。

か
ぶ

れ

や

す
い

植

物

は

植

物
に

よ
る

か
ぶ

れ
は
、

ア
レ

ル

ギ
ー
体
質

の
人

だ
け

で
な
く

、

だ
れ
で
も
起
こ
す
可
能
性
が
あ
り

ま
す

。

ウ
ル
シ

、
ヤ

マ
ハ

ゼ
、
ギ

ン

ナ
ン
な

ど
は

か
ぶ

れ
る
植

物
と

し
て

知
ら

れ
て

い
ま
す

が
、

花
屋

さ

ん
や
レ

タ
ス

ー
セ

ロ
リ
な

ど
の

栽

培
農
家

に
は
扱

う
植

物
に

か
ぶ

れ

る
よ
う

に
な

っ
て

い
る
人

が
よ

く
見

ら

れ
ま
す

。
花

な
ら

ば
キ
ク

や

サ
ク

ラ
ソ

ウ
、
マ

ー
ガ
レ

ッ
ト

、

ス
イ

セ

ン
、
ア
ネ

モ
ネ

、
セ

ン
ニ

ン

ソ

ウ
な
ど

が
ア
レ
ル

ゲ
ン

を
含

ん

で

い
ま

す
。

在
来
種

の
サ

ク
ラ

ソ

ウ
に

は
そ

の
よ
う

な
心
配

は
な

か

っ
た

の
で

す

が
、
輸

入

さ
れ
た
西

洋
サ

ク
ラ

ソ

ウ
（
プ
リ

ム
ラ

ー
オ

ブ
コ
ニ

カ
）

フ
ラ

ワ

ー
ア

レ

ン
ジ

入
門

講

座

６
月
２
日
～
９
月
1
5日
の
毎
月
第

一
・
三
火
曜
日
〔
全
八
回
〕
午
後
１

時
～
３
時

会
場
タ
ウ
ン
ス
ク
ー
ル

根
木
内
（
根
木
内
小
学
校
内
）
　
費

用
一
回
三
千
円
（
材
料
費
を
含
む
）

問
奥
様
い
け
花
会
・
橋
本
℡
3
6
8
・
5

3
4
1
番

は

よ
く

か
ぶ
れ

を
起
こ

し
ま

す
。

園

芸
店

に
は

必
ず
と

い
っ
て

い

い
く
ら

い
置
か

れ
て

い
る

の
で
注

意
し

ま
し

ょ
う

。
こ

の
花

に
よ

る

皮

膚
炎

の
特
徴

は
、

花
や
葉

に
触

っ
て

か

ら
皮
膚

炎

が
出

る
ま

で

の

期
間

が
数

週
間

か
ら
二

ヵ
月

と
長

く

、
原
因

と
し

て
気
付

か

な

い
こ

と

で
す

。

野
菜

や
果
物

で
は

レ

タ
ス
、

シ

ソ

、
タ
ケ
ノ
コ

、
パ
イ

ナ
ッ

プ
ル
、

マ
ン

ゴ
ー
、

キ

ウ
イ

フ
ル

ー

ツ
、

キ

ダ
チ

ア
ロ

エ
な
ど

も
か

ぶ

れ
ま

す

。

か

ぶ

れ

を

予

防

す

る

に

は

ま
ず

、
原
因

と

な
る
ア

レ
ル

ゲ

ン
を
知

り
、

そ
れ

を
徹
底

的

に
避

け

る
こ

と

が
大

切
で

す
。

か

ぶ
れ

る
前
に

ど
こ

へ
行

っ
た

か
、
触

っ

た

植
物

は
な

い
か

、
以
前

に
よ

く

触

っ
て

い
た

と

い
う

こ
と

が
な

い

か
な

ど
を
調

べ
て

い
く
と

、

ア
レ

ル
ゲ

ン
と
な

っ
た

植
物

が
限
定

さ

れ
て

き
ま
す

。
次

に
本
当

に

か
ぶ

れ
な

の
か
と

い
う

診
断

は
専
門

医

に
よ

る
ハ

ッ
チ

テ
ス
ト

（
植

物
の

成
分

を
皮
膚

に
付

け
て
反

応

を
見

る
）

を
受
け

る

の
か
よ

い
で
し

ょ

そ
し
て

、
ど

う
し

て
も

そ

の
植
物

に
触

れ
な
く

て

は
な
ら

な

い
と
き

は
、
厚
手
の
手
袋
や
長
袖
を
身
に

付

け

る
よ
う

に
し

て
く

だ

さ
い
。

（
松
戸
市
医
師
会
）

盆

太

鼓

教

室

６
月
1
3
日
～
７
月
1
1
日
の
土
・
日

曜
日

〔
全
五

回
〕

午
前

８
時

３
分

～

正
午
会
場
門
前
会
館
（
八
柱
駅
下

車
徒
歩
二
分
）
　
費
用
ば
ち
代
二
千

円
程

度

問
御

陣
屋
太

鼓

の
会

・
川

口

℡
3
8
4・

3
5
9
8

番

催

し

物

チャンネル
情報

※タイトルが色刷りのものは、市の主催です。

市役所の代表電話は……366-1111番

代表ＦＡＸは……363-3200番

（松戸市の市外局番は047番です）



広報まつど1998 年(平成10年)5月25日

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
・
Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
・
Ｂ
Ｃ
Ｇ
予

防
接
種
を
左
表
の
と
お
り
実
施
し
ま

す
。
生
後
三
ヵ
月
以
上
四
歳
未
満
で

予
診
票
を
持
っ
て
い
な
い
人
は
、
直

接
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
・
各
支
所
の

市
民
健
康
相
談
室
で
申
し
込
む
か
、

ま
た
は
ハ
ガ
キ
に
下
記

の
要
領
で
記

入
し
、
〒
2
7
1
-
0
0
7
2
松
戸
市
竹

ケ
花
七
四
の
三
松
戸
中

央
保
健
セ
ン

タ
ー
内
保
健
衛
生
課
予
防
衛
生
係
へ

※
生
後
三
ヵ
月
に
な
ら
な
い
と
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
。

問
保
健
衛
生
課
予
防
衛
生
係
℡
3
6
6
・

7
4
8
4
番

ハガキ記入要領

ツベルクリン反応・ＢＣＧ日程表

会　　場
ツベルク

リン反応
BCG
時

間

中央保健センター

松飛台市民センター

6/ 3 水 6/ 5 金

午
後１

時
Ｓ
２

時

15
分

(予

診
票

が
あ
れ

ば
予

約
不
要
)

7/28火 7/30木

6/23火 6/25木

東部市民センター 6/30火 7/ 2木

馬橋東市民センター 7/ 8水 7/10金

健康増進センター 6/22月 6/24水

常盤平保健センター 6/ 9火 6/11木

常盤平市民センター 7/27月 7/29水

明市民センター 6/16火 6/18木

古ヶ崎市民センター 6/10水 6/12金

稔台市民センター 7/ 7火 7Z 9木

小金原市民センター 7/14火 7/16木

新松戸市民センター
6/ 8月 6/10水

7/22水 7/24金

小金保健センター
6/15月 6/17水

7/15水 7/17金

馬橋市民センター 7/ 6月 7/ 8火

六実市民センター別館 6/290月) 7/ 1水

二十世紀が丘市民センター 7/21火 7/23木

口

腔

（
こ

う
こ

う

）

保

健

週
間

「

歯

の

健

康
チ

ェ

ッ

ク

」

６
月
６
日
土
午
後
１
時
3
0
分
～
３

時

会
場

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

内

容
歯
科
医
師
に
よ
る
診
査
・
歯
科
衛

生
士
に
よ
る
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導

費
用
無
料

問
健
康
課
保
健
係
℡
3
6
6
・
7
4
8
6

番よ

い

歯

い

い

顔

二

コ

ニ

コ

キ

ャ

ラ

バ

ン

６
月
1
1
日
木
午
後
２
時
3
0
分
か
ら

会
場
市
民
会
館
ホ
ー
ル
　
内
容
ミ
ッ
フ
ィ
ー

フ

ィ

ー

と

一

緒

に

歯

み

が

き

の
仕

方

を

覚

え

ま

し

ょ
う

費

用

無

料

※
粗

品

を

進

呈

し

ま

す

。

問

松

戸

歯

科

医

師

会

福

祉

担

当

（
高

柳

歯

科

医

院

）

℡
０

４

７

１

・
9
1
・

4
9
5
0

番

愛

の

献
血

（
松

戸

献

血

推

進

協

議

会

）

５
月
2
7日
水
午
前
1
0時
～
1
0時
4
5

分
と
正
午
～
午
後
４
時

会

場
新
松

戸
駅
前

問
健
康
課
　
3
6
6
・
7
4
8
7
番

オ

ス

ト

メ
イ

ト

（
人
工

肛
門

・

人

工

ぼ

う
こ

う

増

設

者

）
社

会

適

応

訓

練

講
習

会

５
月
3
0
日
土
正
午
～
午
後
４
時

会
場
船
橋
市
東
部
公
民
館
（
℡
０
４

７
４

・
7
7・
7
1
7
1

番
）
　
内
容

各
メ
ー
カ
ー
と
の
補
装
具
勉
強
会
と

体
験
発
表

対
象
県
内
の
オ
ス
ト
メ

イ
ト
と
そ
の
家
族
　
費
用

無
料

問
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
千
葉
県
支

部
事
務
局

℡
０
４
７
４

・
5
2・
6
4

3
3
番
（
月
・
火
・
金
曜
日
）

思

春

期

な

や
み

相

談

６
月
２
日
火
午
後
２
時
～
４
時

会
場
松
戸
保
健
所

対
象
思
春
期
の

お
子
さ
ん
と
そ
の
家
族
ほ
か
　
内
容

思
春
期
の
こ
こ
ろ
、
か
ら
だ
、
性
な

ど
（
予
約
制
）
　
費
用
無
料

申
電
話
で
松
戸
保
健
所
地
域
指
導
班

℡
3
6
1
・
2
1
2
1

番
へ

愛

の

献

血

５
月
2
8
日
木
午
前
９
時
3
0
分
～
1
1

時
4
5
分
と
午

後
１

時
～
４

時

会
場

マ

ブ
チ
モ

ー

タ
ー
㈱
講

堂

問

松

飛
台
工

業
会

℡
3
8
4
・
9
6
0
1

番

幼

児

の

腎

炎

・

ネ
フ

ロ

ー
ゼ

尿

検
査
　
　
　
　
　
　
　

。

対
象
平
成
４
年
４
月
２
日
～
６
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
幼
児

（
認
可
幼

稚
園
・
保
育
所
等
に
通
園
し
て
い
る

幼
児
は
申
し
込
み
不
要
）
費
用
無
料

申
６
月
1
2日
金
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

お
知
ら
せ

ハ

ガ
キ

に
住

所

・
保

護

者
氏
名

・
幼

児
の
氏
名
と
性
別
と
生
年
月
日
‘
電

電
話
番
号
を
記
人
し
て
、
〒
2
7
1
-
0
0
7

2
松

戸
市
竹

ケ
花

七
四

の
三

中
央
保

健
セ

ン

タ
ー
内

健
康
課

尿
検

査
担
当

（
℡
3
6
6
・
7
4
8
7
番
）
へ

ス
ポ
ー
ツ

市

制

施

行

五

十

五

周

年

記

念

バ

ス

ケ

ッ

ト

ボ

ー

ル

大

会

６
月
2
8
日
日
、
７
月
５
日
日
会

場

運
動
公

園

体
育

館
ほ

か
　

対

象
市

内

在

住

・
在

勤
で

審
判

が
二
人

で
き

る
チ

ー
ム
（
高

校
生

は
不
可

）

定

員

先
着
男
子
三
十
二
チ
ー
ム
、
女
子
十

六
チ
ー
ム
　
費
用
一
チ
ー
ム
三
千
円

※
６
月
1
7
日

水
午

後
７

時

か
ら

栗

ケ

沢
中
学
校

で
代

表
者

会
議

を
開
催
。

申
６
月

４
日

木

〔
必
着
〕

ま
で

に
、

ハ
ガ
キ
に
チ

ー
ム
名

・
男
女

の
別

・

代
表

者
氏
名

・
住

所

・
電
話
番

号

を

記
入
し
て
、
〒
2
7
0
－
2
2
1
1
松
戸
市

五
香
六
実
六
四
二
の
五
三
浜
田
一
彦

（
℡
3
4
1
・
5
1
7
8
番
、
栗
ケ
沢
中
学

校
内

）
へ

市

制

施

行

五

十

五

周

年

記

念

テ

ニ

ス

ダ
ブ

ル

ス

選

手

権

大
会

①
７
月
５
日
②
７
月
1
2日
③
７
月

2
6日

・
８
月
2
3日
の
各
日
曜
日
午
前

９
時
か
ら
　
会
場
栗
ヶ
沢
公
園
庭
球

場

対
象
市
内
在
住
・
在
勤
者

種

目
①
一
般
男
子
②
③
一
般
男
子
・
女

子
・
壮
年
費
用
一
組
千
五
百
円

申
６
月
1
2日
金
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

所
定
の
申
込
用
紙
で
、
〒
2
7
0
-
8
6

9
1
松

戸
北
郵
便
局
私
書
箱
一
二
号

松

戸
市
テ
ニ
ス
協
会
へ

※
申
込
用
紙
・
大
会
要
綱
は
返
信
用

封
筒
（
9
0
円
切
手
貼
付
）
を
同
封

し
て
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

問
松
戸
市
テ
ニ
ス
協
会
・
平
木
℡
3
3
0

・
4
1
1
2

番

初

心

者

テ

ニ

ス

教

室

７
月
２

日
～
1
0
月

３
日

の
毎
週

木

曜
日

、
Ａ

ク

ラ
ス

＝
午
前
９

時

か
ら

・
Ｂ
ク
ラ
ス
＝
午
前
1
0
時
3
0
分
か
ら

会
場
栗

ケ
沢
公

園
庭
球

場

対

象
市

内
在
住
・
在
勤
者
　
費
用
一
万
二
千

円

（
保

険
料

を
含
む

）

申
６

月
５

日

金

〔
必

着
〕

ま
で

に
、

往

復
ハ
ガ
キ

に
住
所

・
氏

名

・
電

話

番
号

・
希
望
ク

ラ
ス
（
第
二
希

望
ま
で
）

・
返
信

用

の
あ
て
名

を
記

入
し

て
、

〒
2
7
0
-
8
6
9
1
松
戸
北
郵
便
局
私

書
箱
一
二
号
松
戸
市
テ
ニ
ス
協
会
・

平
不
（
℡
3
3
0
・
4
1
1
2
番
）
へ

市

制

施

行

五

十

五

周

年

記

念

市

民

バ

ド
ミ

ン

ト

ン

夏

季

大

会

６
月
2
1
日
日

午

前
９
時

～
午

後
７

時

会
場

運
動

公
園

体
育

館

対

象

市

内
在

住
・
在
勤

・
在

学
者

内
容

ダ
ブ
ル
ス
一
部
～
四
部
　
費
用
登
録

者
一

人
千
二

百
円

・
未

登
録
者

（
個

人
登

録
含
む

）
　一
人
二
千

円

申
６
月
５
日
金
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

所
定

の
振
込

用
紙

ま
た

は
現
金

書

留

で
、
〒
2
7
0
-
0
0
1
3
松
戸
市
小
金

き
よ

し

ケ
丘

三

の
二

の
一
佐

藤
豊

志

（

℡
3
8
6
・
5
5
9
6

番

）

へ

グ
ラ

ウ
ン

ド

ー
ゴ

ル

フ

教

室

５
月
3
1日
日
午
前
９
時
～
正
午

会
場
高

木
小
学
校
校
庭
　
費
用

無
料

申
当
日
会
場
で

問
体
育
指
導
委
員
・
宍
戸
℡
3
8
9
・
8

4
1
5
番

な
く
そ
う
差
別
と
偏
見
　
ま
も
ろ
う
人
権

市
民
相
談
室
人
権
担
当
℡
3
6
6
・
7
3
1
9
番

英

語

ス

ピ

ー
チ

コ

ン

テ

ス

ト

出

場

者

を

募

集

９
月
1
9
日

土
市
民

劇
場

で
行

わ
れ

る
英
語

ス

ピ
ー
チ
コ

ン

テ
ス
ト

の
高

校

生
出

場
者

を
募
集

し
ま

す
。

対

象
市
内
在

任
・
在

学

の
日
木

国

籍

の
高

校
生

で
次

の
条
件

に
該
当

し

な

い
人

①
母

国
語
ま

た

は
公

用
語

が

英
語

の
国

に
連
続
し

て

六
ヵ
月
以

上

の
滞
在
経
験
者
・
留
学
経
験
者
（
三

歳
ま
で
の
海
外
生
活
は
可
）
②
英
語

で

一
般

の
教
育

を
行

っ
て

い
る
国
内

外

の
学
校

へ
通

学
し
た

こ
と

が
あ

る

人

、
ま
た

は
通

学
し
て

い
る
人

③
両

親

、
祖
父
母

の
う

ち

一
人
以
上

が
母

国
語

ま
た

は
公

用
語

が
英
語

で
あ

る

人
④
過

去

に
入

賞
経
験

の
あ

る
人

テ
ー
マ

自
由

（
五
分

以
内
）

申
６
月
2
6
口
金
ま
で
に
、
所
定
の
申

込
用
紙
を
〒
2
7
1
一
－
8
5
8
8
松
戸
市

根

本
三

八
七

の
五
財
松

戸
市

国
際
交

流
協
会
（
℡
3
6
6
・
7
3
1
0
番
）
へ

※
申
込
込
用
紙
は
同
協
会
に
あ
り
ま
す
。

※
入

賞
者

に

は
来
年

３
月

に
海
外

短

期
派
遣
（
一
部
自
己
負
担
）
の
予

定
か

あ
り
ま

す
。

福

祉

公

社

協

力

会

員

募

集

福
祉
公
社
で
は
、
利
用
会
員
の
自

宅

へ
出
向

き

、
掃
除

・
洗
濯

・
調

理

な
ど

の
家
事
援

助

や
通
院

・
散
歩

の

介

助
な

ど

の
介

護
援

助
サ

ー
ビ
ス

を

行
う
協
力
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

対
象

ボ
ラ
ン

テ
ィ

ア
意
識

を
お
持

ち
の
市
内
在
住
・
在
勤
の
二
十
歳
以

卜
で
健

康
な
人

。
資

格
は

い
り
ま

せ

ん

が
、
会
員

登
録
時

に
基

礎
研
修

を

受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
　
基
礎
研
修

予

定

①
６

月
１

日
～

７
月
８

日
②
９

月
４
日
～
1
0
月
９
日
③
1
1
月
1
1
日
～

1
2
月
1
6
日
④
1
1
年
１
月
1
2
日
～
２
月

1
6日

の
各
回

と
も

週
一
回

で
全

六
回

費

用
無

料

電

話

で

財
松

戸
市

福
祉
公

社
事

業

係

℡
3
6
8・
2
9
4
1

番

へ

憲

法

劇

出

演

者

を

募

集

８
月
3
0
日
日
市
民
劇
場
で
行
わ
れ

る
「
松
戸
反

核

フ
ェ
ス

テ
ィ

バ
ル
」
の

憲
法
劇

出
演

者
を

募
集

し
ま

す
。

受
付
期
限
５
月
3
1
日
日

問
東

葛

合
唱

団

は
る
か

ぜ

・
加

賀

℡

3
8
5
・
0
7
4
0

香

河
川

愛

護

モ

ニ

タ

ー

を

募
集

対
象
河
川
よ
り
お
お
む
ね
五
キ
ロ
以

内
に
お
住
ま

い
の
二
十
歳
以
上
の
人

内
容
河
川
の
情
報
を
建
設
省
へ
連
絡

委
嘱
期
間
７
月
１
日
か
ら
二
年
開

手
当
月
額
四
千
五
百
八
千
円

申
５
月
3
1日
日
ま
で
に
、
ハ
ガ
キ
ま

た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
性
別

・
電
話
番
号
・
職
業
・

所
属
す
る
団
体
が
あ
れ
ば
団
体
名
を

記
入
し
て
、
〒
2
7
8
－
0
0
0
5

野
田

市
宮
崎
一
三
四
建
設
省
江
戸
川
工
事

事
務
所
（
℡
０
４
７
１
・
2
5・
7
3

1
9
番
)
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
７
１
・
2
5
・
0
6

7
9
番
へ

福

祉

の

職

場

就

職

ガ

イ

ダ

ン

ス

５
月
3
0
日
土
午
後
１
時
～
４
時

会
場

千
葉

市

文
化

セ
ン

タ
ー
三

階

ホ

ー
ル
　
（
千
葉
市
中
央
区
中
央
二
の
五

の
一
千

葉
中

央
ツ
イ

ン
ビ
ル
二
号

館
）

定

員
先
着

五
百

人
　

費
用

無

料

問
千

葉
県

福
祉

人
材

セ

ン
タ

ー
℡
０

・
2
4
8
・
１
２
９
４
番

青

い

鳥

郵

便

ハ

ガ

キ

を

差

し

上

げ

ま

す

対
象

一
級
ま

た

は
二

級

の
身

体
障

害
者
　
枚
数
一
人
当
た
り
二
十
枚

申

６
月
１

日
月

ま

で
に

、
身
体

障
害

者
子

帳
を
持

つ
て

お
近

く
の
郵

便
局

へ

（
代

理
人

、
郵

便
も
可

）

問
松
戸
郵
便
局
℡
３
・
８
１
５
１
番

松
戸
北
郵
便
局
℡
3
4
1
・
7
0
7
1
番
、

松
戸
南
郵
便
局
℡
3
8
3
・
2
1
6
3
番

・
レ
イ

ン
カ

バ

ー
付

き
一
万

円
◆

マ

ザ
ー
ズ

リ
ュ

ッ
ク
無

料
◆
チ

ャ
イ

ル

ド
カ
ー
シ
ー
ト
無
料
・
二
千
円
◆
ジ

ュ

ニ
ア

カ

ー
シ

ー
ト
千

円
◆

ベ
ビ

ー

ベ
ッ
ド
千

円
◆

ト

ラ
ン

ポ
リ

ン
三

千

円
◆
磁
力
コ
マ
千
円

〔
ス
ポ
ー
ツ
用
品
・
楽
器
〕
ル
ー
ム
ウ

ォ
ー
カ
ー
千
円
・
五
千
円
◆
女
性
用

ス
キ
ー
靴
2
4
セ
ン
チ
千
円
◆
女
性
用
ス
キ

ー
板
1
8
4
セ
ン
チ
二
千
円
◆
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ

タ
ー
三
千
円
◆
エ
レ
ク
ト
ー
ン
無
料

〔
日
用
雑
貨
〕
プ
ロ
パ
ン
用
ガ
ス
テ
ー

ブ
ル
千

円
◆

プ

ロ
パ
ン
用

湯

沸
器
千

円
◆

台

車
無

料
◆
耐

熱
耐

火
金

庫
八

千

円
◆

ケ

ー
ス
入

り
木
目

込
み

浮
世

人
形

五
千

五
百

円
◆

ス

タ
ッ

ド
レ

ス

タ
イ

ヤ
1
8
5
／
7
0
／
R
1
3
四

本

一
万

円

◆

ホ
イ

ー
ル
付

き

タ
イ

ヤ
1
9
5
／
6
0
／

R
1
4四

本

一
万

円

申
５
月
2
7
日
水
〔
当
日
消
印
有
効
〕
ま

で

に
、

ハ

ガ
キ

に
希
望
品

名

（
品
物

一
点

に

つ
き
一
人

一
枚

）
　・
価

格

・

住
所

・
氏
名

・
電

話
番

号

（
昼
問
お

勤

め
の
人

は
勤

め
先

の
電
話
番

号
）

を
記
人
し
て
、
〒
2
7
1
‐
0
0
7
3
松

戸
市

小
根

本
七

の
八
京

葉

ガ
ス
Ｆ
松

戸
第
ニ
ヒ
ル
松
戸
市
消
費
生
活
課
消

費
生

活
係

へ

※
相
手
の
紹
介
は
月
初
め
に
抽
選
し

当

選
者

に
連

絡
し
ま

す
。

紹
介
後

は
自
主

交
渉

に
な
り

ま
す

。

品

物
を

譲
り

た

い
人

は
、

５
月
ｒ

日

水
ま
で

に

、
電

話

で
申
し

込
ん
で

く

だ
さ

い
（
一
人
三

点
ま

で
）
。
６

月

2
5日

号

に
掲
載

し
ま

す
。
価

格
は

一

万

円

ま
で

で

、
衣
料
品

・
食

料
品

・

ぽ

転
車

な
ど

は
扱

い
ま
せ

ん
。

問
消
費
生
活
課
消
費
生
活
係
℡
3
6
6
。

7
3
2
9

番

○
譲
り
ま
す

〔
家
具
〕
ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト
ハ
ン
ガ
ー
千

円
◆

籐
製

の

い
す
無
料

・
二
千

円
◆

カ

ラ

ー
ボ
ッ

ク
ス
五
百

円
◆

桐

の
た

ん
す

五
千
円

◆

整
理
た

ん

す
千

円
◆

ダ
イ
ニ
ン
グ
テ
ー
ブ
ル
八
千
円
◆
木

製
机

無
料
◆

本

棚
千
円

◆
食

器
棚

一

万
円

◆
ソ

フ

ァ
ー
と

テ

ー
ブ
ル
五
千

円
◆
三
面
鏡
三
千
円
◆
マ
ッ
ト
レ
ス

二
枚

二
千

円
◆

シ
ン

グ
ル

パ
イ

プ
ベ

ッ
ド
無
料

〔
電
気
田

品
〕
ミ

ニ
冷
蔵

庫

一
万

円
◆

冷
蔵
庫
一
万
円
◆
2
7
型
テ
レ
ビ
千
円

◆
2
9
型
白
黒
テ
レ
ビ
一
万
円
◆
扇
風

機
千

円

・
二
千

五
百
円

◆

窓
用

ク
ー

ラ
ー
無
料
◆

電

動
散
髪

機

無
料
◆

靴

乾
燥
機
千
円
◆
電
子
レ
ン
ジ
一
万
円

◆

コ

ー
ド
レ

ス
留

守
番

電
話
機
四

千

円

◆
蛍

光
灯

照
明
具

四
千

円
◆

多
機

能

防
犯

懐
中
電

灯
三

千
円

〔
子
供
用
品
〕
ベ
ビ
ー
ラ
ッ
ク
無
料
二

点
・
ニ
イ
ヤ
円
◆
ベ
ッ
ド
メ
リ
ー
五
百
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・
千

円

・
千

五
百

円
二

点

・
一
．千

円

◆
サ

ー
ク
ル

メ
リ

ー
無

料
◆

ハ
イ

＆

ロ

ー
チ
ェ

ア

上

二
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円
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千
円

◆

ス
イ

ン

グ
ハ
イ
＆

ロ
ー
チ

ェ
ア
ニ

千

円
◆

ス
イ

ン

グ
ハ
イ
＆

ロ

ー
ラ

ッ

ク
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千

円
◆

ベ
ビ
ー
キ

ャ
リ

ー
八
千

円

・
九

千
円
◆

プ
レ
イ

ジ
ム

無
料
◆

室
内
滑
り
入
口
千
円
◆
ベ
ビ
ー
バ
ス
無

料

・
二

千
円
◆

お

ん
ぶ

だ

っ
こ

ひ

も

千

円

・
四
千

円
◆

歩
行

器
五
百

円

・

三

千
円

◆
Ａ

型

ベ
ビ

ー
カ
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千
円
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・
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生
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イ
ク
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え
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に
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ク
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場
へ



広報まつど1998 年(平成10年)5月25日

見に行こう　聴いてみよう　＝文化施設だより＝

期日 内　容（☆印は有料） 開演時間 問い合わせ先

5/31 日 第2回松戸市俳句大会 13:00 増成栗人　　℡363-3185番(大井方)

6/3 水 語りの公演 ☆ 15:00 増田美恵子　　　　　℡361 ―2103 番

5金 きしきギター発表会 16:00 吉敷則忠　　　　　　℡363-5439 番

6土 ピアノ・エレクトーン発表会 14:30 田中美智子　　　　　℡362-0542 番

7日 心のふれあいコンサート（バンド発表会） 17:00 土田直之　　　　　 ℡346-2873 番

12 金 ライブコンサート 16:30 長崎幸広　　　　　 ℡348-5145 番

14(日)詩吟吼山流域北連合会　40 周年大会 10:00 荒木筆義　　　　　　℡362-6297 番

19金 ライブコンサート 16:30 高橋勝美　　　 ℡048-445-7847 番

21日 ﾋﾟｱﾉ 発表会 13:00 清水美津子　　　　　℡365－0577 番

※月曜日は休館

期間 5/28木まで 5/29金～6/11木 6/12 金～25木

東
みのり写真会作品展

問鎌田℡367－742O番

山形桂津美写真展
山形℡385-0893 番

ｱﾄﾘｴ ﾃﾞｼﾓｰﾈｽﾃﾝ ﾄ ｸ゙ﾞﾗｽ 展

及川℡365 －4409 番

西
グループ敬作品展

問赤城℡346-7846 番

アメリカン・カントリードール展

默成川℡362-4487 番

松戸川柳会作品展

問米島℡344-5916 番

期　　問 内　　　容 問い合わせ先

5/31日 まで 墨松会展 墨松会　　　　　　　　　 ℡362-5491 番

6/ 3水～12金 松戸・東葛地区高校美術展 市立松戸高校　　　　　　 ℡385-3201 番

16火～28（日）松戸市美術展 市社会教育課　　　　　　 ℡366 ―7462 番

開館時間…午前10時～午後6時　※月曜日は休館

松戸市の市外局番は０４７番です。

期日　、　　　 内　容（☆印は有料） 開演時周 問い合わせ先

5/30土 佐 詩吟舞踊愛好会40 周年大会 10:00 立詩吟舞踊愛好会　 ℡387-3795 番

31日 春風亭小朝　独演会　☆ 14:00 東京音協　　　　　　℡363-4374 番

6/ 7日 松戸市音楽協会　合唱交歓会 12:30 松戸市音楽協会　　　℡383-0111 番

11 木 よい歯いい顔二コニコキヤラバン 14:30
松戸歯科医師会福祉担当（高柳歯科医院）

℡0471-91-4950 番

13土 松戸六実高校吹奏楽部　第17回定期演奏会 14:00 松戸六実高校　　　 ℡385-5791 番

14(日)松戸民踊愛好会 民踊大会チャリティーショー 10:00 松戸民踊愛好会　　　℡346-2255 番

21(日)万作踊りおさらい会 10:00 万作踊り保存会　　　℡364-9940 番

※月曜日は休館

期　間 内　　　　容

展

示

6/ 6 土～13土 「和紙ちぎり絵展」　和紙ちぎり絵同好会

「21 世紀の森と広場の花と実」　益子清見氏16火～27土

ウ
オ

ッチン
グ

6/13土午前10時～11時30分 昆虫ウオッチング　講師自然解説員・前園泰徳氏

13土 午後2時～3時

27 土午前10時～11 時30 分

季節の見どころ歩き　講師パークセンター職員

バードウォッチング　講師自然解説員・首藤美恵子氏

申当日パ－クセンターで（先着25人）費用無料　※雨天中止

相談

毎週水土日曜日と祝日午前10時

～正午　午後1時～午後3時30 分

みどりの相談員による花や緑に関する相談

(電話でも受け付けます)

開館時間…午前9時～午後4時30分

森のホール21 大ホール舞台から
見た客席

７月24 日金①午前10 時～正午②午後1 時～３時

会場森のホール21大ホール　対象小学４～６年生

と親　内容ふだん秘密のステージ裏の仕組みや仕

掛けを大公開　定員各先着30人　持ち物軍手・筆

記用具　費用300円（保険料・パンフレット代）

６月25 日木〔消印有効〕までに､ 往復ハガキに住

所・氏名（全員）・学年・電話番号を記人して､〒

270-2252松戸市千駄堀646の4財松戸市文化振興

財団（℡384-2221番）へ

健康保険証を忘れずに

◆テレホン案内サービス

〔当日の医療機関( 待機病院、休日在宅

当直医､ 夜 間急病診療所､ 休日土曜日夜

間歯科診療所等) を案内しています〕

……℡366-0010 番

平 日 午後4 時30 分～ 翌日午前9 時

休日と土曜 午前9 時～翌日午前９時

◆夜間急病診療所 … ℡368-3756 番

衛生会館内　毎日午後8時～11時

◆ 休日土曜日夜間歯科診療所

……℡365-3430 番

衛生会館内　 午後８時～11 時

救急医療体制

救急医療体制

森のホール21探検

隊

期　間・催し物 内　容

6/21日 まで

最後の将軍　徳川慶喜

第15代将軍徳川慶喜（1837 年～1913 年）は、明治維新とともに歴史

の舞台から去りました。維新後の慶喜は写真、狩猟、囲碁等の趣味の世

界に没頭し静かな生活を送ります。今回の特別展では、本邦初公開とな

る資料や遺品の数々を展示し ，慶喜の知られざる維新後の生活を浮き彫

りにします。なお、5/19 火より一部展示替えを行い、慶喜所用の甲胄

（かっちゅう）・太刀等を展示しています。

入館時間…午前9 時30 分～ 午後4 時30 分（月曜日は休館）　入場料…大人300 円（250 円）、高・大

学生200円（150円）、小・中学生100円（80円）〔（　）内は団体料金/20人以上〕

※第２・４土曜日は、小・中学生の観覧は無料です。

期　　間 内　　　　　容

5/31日 まで

午後1 時15 分 ・3時15 分から上映

(土・日曜日は午前11 時からも土映)

ハイビジョン映像「小さな旅／花香る江戸の心を訪ね来よ一

東京 根岸界わい」＜上映時間28分＞

会場講堂　観覧無料

6/2火～28日

午後1時15分・3時15分から上映

(土・日曜日は午前11時からも上映)

ハイビジョン映像「小さな旅／いのち輝く緑の帯―埼玉県

見沼田んぼ］＜上映時間28分＞

7月…「世界文化遺産／合掌造り」＜上映時間45 分＞

会場講堂　観覧無料

休館日月曜日（祝日は開館し、翌日休館）第4金曜日・燻蒸（くんじょう）休館（6月29日～7月6日）

開館時間午前9時30 分～午後5時（入館は午後八時30 分まで）　常設展観覧料一般300 円（240 円）、

高一大学生150円（100円）、小・中学生100円（60円）〔（　）内は団体料金/20人以上〕

※毎月第2・第4土曜日は、小・中学生の観覧は無料です。

総合展示解説ツアー…毎週土･日曜日、祝日の午後2時から30 分間（参加者は観覧料が必要です）

相談名 期　 日 時　 間 会　 場 問 相談名 期　 日 時　 間 会　 場 問

交通事故
月～金曜日

午前9時～午後5時
市民相談室

人権相談

第1～第4金曜日

午前10時～午後3時

市役所相談

コーナー

市松千
援戸葉
護支地
課局方
庶　法
務　務
係　局

市政･一般 午前8時30分～午後5時 1(月) 馬橋支所

2火 六実支所
法律相談

(予約制)

毎週月･火･木曜日 午後1時～5時

市役所
相談コ
ーナー

2火 小金支所
第1月曜日 午前9時～正午

3水） 常盤平支所
税務相談 第2金曜日 午後1時～5時

3水） 新松戸市民センター

登記相談 第3金曜日 午後1時～4時30分 4木 小金原市民センター

行政相談 第2・第4月曜日 午後1時～3時 ※人権相談は千葉地方法務局松戸支局(℡363-6278番)でも行っています。

住宅相談 毎週水曜日 午前10時～午後4時
心

配

ご に
と

相

談

第1～第4金曜日

午前10時～午後3時

市役所相談ｺｰﾅｰ
℡社
368会

・福
Ｏ祉

５協
Ｏ議

３会
番

外国人相談 第2・第4火曜日 午前9時～正午 1(月) 馬橋支所

住宅ﾘﾌｫｰﾑ 第3木曜日 午前10時～午後4時 住宅課 2火 六実支所

2火 小全支所
労働相談 第1・第3月曜日 午後1時～5時 商工観光

課労政係 3水)・17水 常盤平支所
※労働相談は東葛飾支庁商工労政課(℡361-4089番)でも行っています。

3水・17水 新松戸市民ｾﾝﾀｰ

巡

回

年

金

相

談

2火

5金

9火

午前10時～午後3時

常盤平支所 ※ 国 4木・8木 小金原市民ｾﾝﾀｰ

小 金支 所

ゆ う まつ ど

こころの相談

第1～第4月曜日
午前10時～午後4時 女性 センタ ー

（相 談室直 通）

℡363-0505 番

小金原支所 第2～第4木曜日

12金 馬 橋支 所 第1木 曜日 午後2時～8時

16火 六 実支 所 女性就業相談 火･金曜日 午前10時～午後4時

19金 新松戸支所
女性パート

労 働 相 談
2火

午後1時30分～

4時30分

女 性 センタ ー

℡364-8778 番
23火 矢 切 支 所 就学相談( 予約制)

月～金曜日
午前9時～正午・

午後1時30分～4時30分

教 育 研 究 所

℡366-7461 番26金 東 部支 所 教育相談( 予約制)

消費生活相談 月～金曜日 午前9時～午後4時
消費生活ｾﾝﾀｰ

℡365-6565 番
青少年相談( 電 話)

月～全曜日

午前8時30分～

午後4時30分

少年 センタ ー

℡363-7867 番

育 児 相 談

(すくすくﾃﾚﾌｫﾝ)
月～金曜日 午前8時30分～午後5時

北松戸保育所

℡367-4646 番

青少年相談( 来所)

〔予約制〕
午前9時～午後5時

少年 センタ ー

℡366-7464 番

期　日 内　容（☆印は有料） 開演時間 問い合わせ先

大
ホ

｜ル

5/27水 和田アキ子コンサート98　 ☆ 18:30 労音 東葛 セン ター　　　 ℡365-9911 番

31日 松戸シティフィル第20回定期演奏会☆ 14:00
松戸シティフィルハーモニ一管弦楽団・平野

℡364-9767 番

6/12 金
アルフレツドハウゼ タンゴオー

ケストラ　☆
18:30 財 公戸市文化振興財団 ℡384-2221 番

14(日)児童アニメ映画会　☆ 3:50 ファミリーフィルム℡03-3419―7261番

17（
前川清・萩本欽一 欽ちゃん、清の

「歌が笑いがなんでそうなるの! ］ ☆

14:00

18:30

ベルワールドミュージツク

℡03-3222-7801 番

21（ コール･メイオペラ｢ディドとエネアス｣☆14:00 コール・メイ・大沢　　℡367-1798 番

小
ホ
ー
ル

5/31日 ピアノ・エレクトーン発表会 11：

20

元山音楽教室　　　　　℡389-7998 番

6/ 3 水 国鉄闘争6・3千葉県集会 18:30 岡野隆　　　　　 ℡0471-46-1587 番

13土
トライアングル・アマービレ

ピアノ発表会
16:00 深井典子　　　　　　 ℡391-4467 番

14(日)
ファミリーのための名曲コンサート

神野明ピアノリサイタル☆
14:00
松戸クラシック音楽を楽しむ会

℡362-3775 番

21日 Poco a pocoピアノ教室発表会 13:00 入道和代　　　　℡0471-76-3171 番

お気軽にご相談ください　6月の相談あんない 相談はすべて無料です。
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